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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
中
は
、
市
政
に
お
き
ま
し
て

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、「
平
成
」
も
30
年
を
迎
え
、

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
今
日
の
技

術
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
際
立
つ
の
が
、
百
年
に
1

度
と
い
わ
れ
る
変
革
期
を
迎
え
た
自

動
車
産
業
で
す
。
２
０
３
０
年
、
次

の
戌い

ぬ

年
に
は
自
動
運
転
が
身
近
に
な

り
ま
す
。
空
飛
ぶ
車
や
ロ
ケ
ッ
ト
技

術
を
使
っ
た
長
距
離
輸
送
サ
ー
ビ

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
健
康
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
市
民
の
健
康
の
維
持
増
進
や
疾

病
予
防
を
促
す
取
り
組
み
と
し
て
、

あ
が
の
市
民
病
院
等
で
開
講
し
て
い

る
「
新
潟
大
学
医
学
部
健
康
講
座

塾
」
が
、
皆
さ
ま
か
ら
大
変
好
評
を

得
て
い
る
ほ
か
、「
健
康
塾
（
ラ
ジ

オ
体
操
）」
の
参
加
者
は
、
平
成
29

年
度
末
で
延
べ
約
１
３
４
０
０
人
と

な
る
見
込
み
で
あ
り
、
昨
年
よ
り
も

約
7
千
人
増
え
て
お
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
健
康
に
対
す
る
意
識
が

着
実
に
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
・
教
育
に
お
い
て
は
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整

え
る
た
め
、
高
度
不
妊
治
療
の
経
済

的
負
担
軽
減
を
図
る
「
特
定
不
妊
治

療
助
成
」
や
産
後
1
か
月
の
健
診
費

用
を
無
料
化
す
る「
産
後
健
診
助
成
」

を
は
じ
め
、「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」

「
保
育
料
の
第
2
子
・
第
3
子
無
料
」

「
放
課
後
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
拡
大
を
図
り
、
子
育
て
支
援

を
充
実
し
て
保
護
者
の
負
担
軽
減
に

努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

こ
に
こ
に
お
い
て
も
、
連
日
、
大
勢

の
親
子
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
お
り

ま
す
。

　

市
民
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、

通
学
路
や
公
共
施
設
の
周
辺
、
市
道

に
設
置
し
て
い
る
老
朽
化
し
た
灯
具

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
る
「
防
犯
灯
の

整
備
」
を
計
画
的
に
進
め
る
ほ
か
、

消
雪
パ
イ
プ
の
設
置
な
ど
生
活
道
路

の
整
備
・
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
重
点
事
業
を
含
め
た
各

種
事
業
は
、
た
だ
今
、
平
成
30
年
度

予
算
編
成
の
中
で
調
整
し
て
い
る
最

中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
予
算
が
成
立
し
た
後

に
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
各

種
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
引

き
続
き
財
政
の
健
全
化
と
成
長
分
野

へ
の
重
点
投
資
の
両
立
を
基
本
と
し

つ
つ
、
市
民
生
活
に
身
近
な
問
題
を

市
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付

け
、
積
極
的
な
行
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
活
力
に
あ
ふ
れ
、

日
々
の
生
活
の
中
に
も
喜
び
を
見
い

だ
せ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

端
末
・
電
子
黒
板
の
導
入
を
視
野
に

入
れ
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き

と
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
！
事
業
」
の
「
新

潟
大
学
医
学
部
健
康
講
座
塾
」
を
拡

充
し
、「
健
康
塾
（
ラ
ジ
オ
体
操
・

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
）」
も
対
象
地
区
を

拡
大
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
対
策
と
し
て
建
設
す

る
、
安
田
支
所
と
安
田
公
民
館
の
機

能
を
備
え
た
安
田
地
区
複
合
施
設

は
、
来
年
3
月
に
開
所
す
る
運
び
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
の
拠
点
と
し
て

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
お
い
て
は
、
担
い
手

の
確
保
、
育
成
を
は
じ
め
、
経
営
の

組
織
化
・
法
人
化
の
推
進
、
生
産
基

盤
の
整
備
お
よ
び
産
地
化
・
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
し
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
具
体
的
な
内
容
は
現
在
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
生
活
に
お
い
て
は
、
市
場

開
催
日
に
送
迎
車
を
運
行
し
、市
場
・

商
店
街
で
買
い
物
が
で
き
る
「
買
い

物
支
援
事
業
」
を
拡
充
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
健
や
か
な

育
ち
は
、
保
護
者
で
な
い
大
人
に
対

し
て
も
幸
せ
を
与
え
て
く
れ
る
も
の

で
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
質
の

高
い
環
境
の
中
で
、
心
身
共
に
健
や

か
に
育
み
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生

き
と
輝
け
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
支

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
子
育
て
支
援
な
ど
と

し
て
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す

る
各
種
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報

提
供
・
助
言
・
保
健
指
導
を
強
化
す

る
ほ
か
、
妊
産
婦
の
疾
病
の
早
期
発

見
と
早
期
治
療
を
促
す
「
妊
産
婦
医

療
費
助
成
事
業
」
を
現
在
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
情
報
化

が
進
展
す
る
社
会
に
お
い
て
、
英
語

と
情
報
技
術
は
必
須
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
！
事
業
」
で

取
り
組
ん
で
い
る
「
英
語
塾
」
や
「
親

子
あ
そ
び
塾
・
親
子
え
い
ご
塾
・
情

報
発
信
塾
」、
児
童
生
徒
の
英
語
力

を
強
化
す
る
「
英
語
力
向
上
事
業
」

は
、
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
以
降
の
新

し
い
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
学

び
に
対
応
す
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

み
ん
な

み
ん
な  

当
た
り
前
に

当
た
り
前
に  

笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち

笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち

「
大
き
く
飛
躍
で
き
る
明
る
い
年
に
」

「
大
き
く
飛
躍
で
き
る
明
る
い
年
に
」

市民の健康増進のために行っている市民の健康増進のために行っている

「健康塾（フィットネス）」「健康塾（フィットネス）」

ス
、宇
宙
旅
行
の
実
現
と
い
っ
た「
空

の
交
通
革
命
」
も
進
み
、
安
全
、
環

境
、
快
適
を
切
り
口
に
進
化
す
る
モ

ビ
リ
テ
ィ
ー
は
、
私
た
ち
の
身
近
な

産
業
や
生
活
に
も
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
技
術
革
新
が
進
行
す

る
中
で
、
阿
賀
野
市
も
遅
れ
を
と
る

こ
と
な
く
時
代
に
即
応
し
、
大
き
く

飛
躍
で
き
る
明
る
い
年
の
ス
タ
ー
ト

に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

昨
年
は
、
一
昨
年
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
「
阿
賀
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」「
阿
賀
野

市
総
合
計
画
」
を
実
現
す
る
手
段
と

し
て
、
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
各
種

　阿賀野市長　阿賀野市長

田 中　清 善　田 中　清 善　

あがの子育て支援センターにこにこで行っていあがの子育て支援センターにこにこで行ってい

る親子あそび塾の一つ「ベビーマッサージ教室」る親子あそび塾の一つ「ベビーマッサージ教室」

送迎車を運行し、市場・商店街で送迎車を運行し、市場・商店街で

買い物ができる「買い物支援事業」買い物ができる「買い物支援事業」

ものづくりへの興味・関心を高めてもらうものづくりへの興味・関心を高めてもらう

ことを目的とした「ものづくり教室」ことを目的とした「ものづくり教室」

うららの森農園でのトマト収穫体験うららの森農園でのトマト収穫体験
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〜
あ
が
の
い
き
い
き

〜
あ
が
の
い
き
い
き

　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
事
業
〜

　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
事
業
〜

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
が
生
じ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、

自
主
性
・
自
発
性
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」「
人

の
役
に
立
ち
た
い
」「
生
き
が
い
の
あ
る
充
実

し
た
日
々
を
送
り
た
い
」
と
思
う
市
民
は
年
々

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
阿
賀
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
や
平
成
27
年
6
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
「
あ
が
の
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応

援
事
業
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
し
て
「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
で
き
る
体
制
の
整
備
や
地
域

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
機
関
と
し
て
、
阿
賀
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
京
ヶ
瀬
支
所
内
）
が
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
「
関
心
が
あ
る
」「
参
加
し
た
い
」「
手

伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
人
た
ち
の
た
め

の
相
談
窓
口
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の

収
集
や
提
供
な
ど
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
運
営
は
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
1
回

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
」
を
発
行
し
、
市
内
で

取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
会

員
募
集
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
を
し
て
い
ま

す
。

阿
賀
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

　
　
　

参
加
し
よ
う
！

　
　
　

参
加
し
よ
う
！

特 集
右．調理ボランティア「にんじんくらぶ」。会員は 12 人

で、毎月第 3木曜に福祉会館で活動しています。この日

のメニューは、ご飯・豆腐ハンバーグ・ポテトサラダ・

煮物・だし巻き卵・付け合わせ（ブロッコリー）・漬物・

果物でした。

下．調理ボランティア「愛クック」。会員は 16 人で、毎

週金曜に安田保健センターで活動しています。この日の

メニューは、ご飯・さんまの蒲焼き・おから煮・おひたし・

付け合わせ（ブロッコリー・ミニトマト）・漬物・果物

でした。

出来上がったお弁当は、配達のボランティアや民生委員

の手によって、それぞれの利用者に届けられます。

　調理ボランティアは、一人暮らしの

高齢者や高齢者のみの世帯へ、見守り

を兼ねて手作りのお弁当を届ける活動

です。

　定期的に手作りのお弁当を届け、言

葉を交わすことにより、利用者と地域

住民の触れ合いを深め、孤独感を軽減

するなど大きな役割を担っています。

　現在、一緒に活動できるボランティア

を募集しています。興味・関心のある

人は、いつでも見学にお越しください。

配食サービス
調理ボランティア

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
団
体
等
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
現
在
、約
１
２
０
０
人
・

59
団
体
が
登
録
を
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
平
成
16
年
度

と
比
べ
3
倍
近
く
増
え
て
い
ま
す
。

　

登
録
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
何
か
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る

人
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
受
付
中



7 平成 30 年 1 月号 6平成 30 年 1 月号

① 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
登
録
手
続
き

を
行
い
ま
す
。
登
録
す
る
と
、
マ
イ
レ
ー

ジ
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※ 

対
象
者
は
、
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

す
る
13
歳
以
上
の
人
で
す
。

② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
不
測
の
事
態
等

に
備
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

し
ま
す
。（
保
険
料
は
無
料
で
す
）

※ 

保
険
の
対
象
は
、
受
入
機
関
で
の
活
動
に

限
り
ま
す
。

③ 

受
入
機
関
で
活
動
を
行
い
ま
す
。

④ 

活
動
を
終
え
る
と
、
受
入
機
関
か
ら
マ
イ

レ
ー
ジ
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
て
も

ら
え
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
は
1
日
1
個
で
す
。

　

ス
タ
ン
プ
が
押
印
さ
れ
た
マ
イ
レ
ー
ジ
手

帳
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
持
っ
て
行

く
と
、
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
1
ス
タ
ン
プ
当
た
り
50

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン

ト
は
、
市
内
の
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
（
Ａ

Ｐ
Ｏ
カ
ー
ド
）
加
盟
店
で
の
買
い
物
等
に
1

ポ
イ
ン
ト
1
円
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

Ａ
Ｐ
Ｏ
カ
ー
ド
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
Ａ
Ｐ
Ｏ
カ
ー

ド
」
で
検
索
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

特集　ボランティア活動に参加しよう！特集　ボランティア活動に参加しよう！

あ
が
の
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
事
業

活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す

　

あ
が
の
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
事

業
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
個
人
・
団
体
で

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
公
益
的

な
活
動
を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
始
め
た
い
人
た
ち

の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
参
加
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
。

　

地
域
へ
の
貢
献
活
動
等
を
通
じ
て
、
人
と
人

と
の
触
れ
合
い
や
絆
を
感
じ
、
心
身
共
に
健

康
と
な
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
協
働
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
事
業
と
し
て
、
市
が

指
定
す
る
受
入
機
関
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
平
成
29
年
12
月
現
在
、

97
種
類
あ
り
ま
す
。
活
動
内
容
は
上
で
紹
介

し
た
も
の
の
他
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

活
動
や
あ
が
の
市
民
病
院
で
の
外
来
案
内
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
が
の
い
き
い
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
事
業
と
は

活
動
メ
ニ
ュ
ー
は
97
種
類

　楽々サロン（会員 8 人）では毎月第 2 水曜、大室公会

堂でおおむね 80 歳以上の高齢者と交流を楽しんでいます。

平成 12 年から始まり、ことしで 18 年になりました。参加

者と一緒に手遊びや折り紙を行ったり、昼食を食べたりし

て、楽しい時間を過ごしています。

　高齢者が家に閉じこもることなく、多くの人と交流がで

きる活動です。毎回、参加者の大きな笑い声や会話が弾み、

私たちボランティアも自然と笑みがこぼれます。参加者は

毎回の活動を楽しみにしています。

　傾聴とは、話し手が安心して話

せるように相手の表情をよく見な

がら、話し手の言葉を繰り返した

り、気持ちをくみ取る言葉を伝え

たりして、聴いていくことです。

　傾聴ボランティアハートピアあ

がの（会員 16 人）は、高齢者や

障がい者、介護等でさまざまな悩

みや不安を抱える人に寄り添い、

心の負担を少しでも軽くし、和ん

でもらおうと傾聴活動を行ってい

ます。

傾聴ボランティア

ぷれジョブ
ボランティア

　ぷれジョブとは、特別な支援を

必要とする子どもたちのための仕

事体験プログラムで、社会性を育

み将来の自立を目指します。

　ぷれジョブあがの（会員8人）では、

市内の事業所から協力を得て、放

課後や土・日曜に定期的に私たちサ

ポーターと 2人 1組になり、子ど

もに無理のないさまざまな仕事を

通して、保護者と受入事業所と共

に子どもの成長を見守っています。

　読み聞かせは、声のぬくもりを感じ、

子どもたちの聞く力や言葉から想像する

力などを育てる効果があります。

　市内では多くの読み聞かせボランティ

ア団体が活動しています。市立図書館や

水原中学校市民図書室、市内の小学校や

子育て支援センターなどで活動を行い、

子どもたちと楽しい時間を過ごしていま

す。

古切手整理・仕分け
ボランティア

　社会福祉に役立ててほしいと、ボランティ

アセンターに寄せられた古切手を整理・仕分

けする活動を行っています。

　古切手は、多くの市民や市内の小中学校、

企業などから届けられ、1枚 1 枚はさみを使

い、切手の大きさに合わせて切り取っていま

す。切り取った切手は知的障がい者施設など

で、しおりやストラップなどに加工・再生さ

れ、購入者から大変喜ばれています。

　若葉町下校時安全パトロール会（会員 20

人）では、下校時における事件・事故の未然

防止など児童の安全・安心のため、見守り活

動を行っています。

　平日の毎日、通学路 3か所にパトロール員

を配置し、児童を見掛けたら声掛けを行って

います。児童から「ありがとうございます」

と感謝の言葉をもらい、活動の大きな原動力

になっています。

下校時安全パトロール
ボランティア 読み聞かせボランティア

地域サロンボランティア
活動①

活動③

活動②

活動④

活動⑤

活動⑥

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
事
業
へ
の

登
録
と
ス
タ
ン
プ
押
印
の
流
れ

ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
に

交
換
で
き
ま
す

▲ 市が指定する受入機関の
目印です。
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市
内
で
社
会
福
祉
活
動
や
地
域
貢
献
活
動

等
を
行
っ
て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
て
い
る
団
体
等
の
登
録
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
登
録
手
続
き
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
団
体
等
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

終
え
た
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
持
参
し
た
マ

イ
レ
ー
ジ
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
ま
す
。

ま
た
毎
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
日
数
、
延
べ
活
動
人
数

の
報
告
が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
レ
ー
ジ
手
帳
に
押
印
さ
れ
た
ス
タ
ン

プ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
ま
ち
づ
く

り
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、

市
役
所
等
で
出
張
ポ
イ
ン
ト
交
換
会
を
行
い

ま
す
。
交
換
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援

事
業
へ
の
登
録
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○ 

1
月
23
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

30
分
／
安
田
公
民
館
1
階
「
ホ
ー
ル
」

○ 

1
月
23
日
（
火
）
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
／
笹
神
支
所
2
階
「
ロ
ビ
ー
」

○ 

1
月
24
日
（
水
）
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

30
分
／
市
役
所
1
階
「
ロ
ビ
ー
」

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
２
８
５
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
京
ヶ
瀬
支
所
内
）

　

☎
67
‐
９
２
０
３

・・

特集　ボランティア活動に参加しよう！特集　ボランティア活動に参加しよう！

社会への貢献を胸に

広がるボランティアの輪
ボランティア応援事業におけるボランティア活動の総数は

平成 28 年度で 5,000 回を超えました。

ボランティア活動への参加者と受入機関の職員から話を聞きました。

●ボランティア活動で毎日を生き生きと過ごしています

受
入
機
関
の
登
録
の
受
付

　

視
覚
障
が
い
者
な
ど
活
字
を

読
む
こ
と
が
難
し
い
人
へ
、
市

や
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報

紙
な
ど
を
Ｃ
Ｄ
に
声
で
吹
き
込

む
音
声
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
ま
す
。
読
む
こ
と
が
好

き
な
の
で
、
自
分
で
も
お
手
伝

い
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
は
な
い
か
と
思
い
、
こ
の
活

動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

音
声
訳
で
は
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
な
ど
を
言
葉
で
説
明
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
簡
潔
に
分
か

り
や
す
く
表
現
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
聞
く
人
の
立
場
で
考
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
一
生
懸
命
の
姿
を
感
じ
る
」「
音

声
訳
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
の
言
葉
を
い
た
だ
く
の
で
、

さ
ら
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
16
人
の
会
員
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
音
声
訳
の
利
用

者
は
8
人
で
す
が
、
視
覚
障
が

い
者
を
は
じ
め
、
活
字
か
ら
遠

の
い
て
い
る
高
齢
者
な
ど
多
く

の
人
か
ら
利
用
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
音
声
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
人
は
、
ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
転

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
要
介

護
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
外
出

を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
始
め
て
2
年
ほ

ど
た
ち
ま
す
。
も
と
も
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
募
集

の
呼
び
掛
け
が
あ
っ
て
す
ぐ
に

申
し
込
み
ま
し
た
。

　

白
杖
を
持
っ
た
人
を
車
に
乗

せ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
に
合
わ
せ
た
丁
寧
な
対
応

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
「
送
迎
あ
り
が

と
う
」「
相
田
さ
ん
が
い
て
く
れ

て
助
か
る
」「
生
活
の
幅
が
広

が
っ
た
」
と
い
っ
た
感
謝
の
言

葉
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
胸
が
熱
く

な
り
、
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

と
、
い
つ
も
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
気
負
い
す
る
こ
と
な

く
、
空
い
て
い
る
時
間
を
上
手

に
利
用
し
な
が
ら
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

音声訳ボランティア うぐいす会 代表

小林真砂子さん

ドライバーズクラブあがの

相田峰彌さん

●ボランティアの皆さんからぬくもりやパワーをいただいています

特別養護老人ホーム 白鳥荘

藤井慈子さん

協働作業所かがやき 施設長

那須野雅さん

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥

荘
で
は
、
読
み
聞
か
せ
や
慰
問

（
踊
り
の
披
露
・
楽
器
の
演
奏

な
ど
）、
普
段
、
職
員
の
手
が

な
か
な
か
行
き
届
か
な
い
車
い

す
の
清
掃
や
タ
オ
ル
等
布
の
裁

断
な
ど
を
、
市
内
の
多
く
の
団

体
や
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か

ら
は
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
多

い
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。

　

施
設
の
中
で
過
ご
す
こ
と
の

多
い
利
用
者
に
と
っ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
来
て
く

れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
良
い
刺

激
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
温
か
い
心
の
触
れ

合
い
や
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
か
ら
元
気
を
分
け

て
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
環
境

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

興
味
・
関
心
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
施
設
に
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
協

働
作
業
所
か
が
や
き
で
は
、
就

労
を
希
望
す
る
障
が
い
者
に
対

し
て
、
働
く
た
め
に
必
要
な
知

識
・
能
力
を
向
上
す
る
た
め
の

訓
練
や
職
場
体
験
を
通
じ
て
就

職
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に

は
、
施
設
の
利
用
者
と
一
緒
に

タ
オ
ル
や
シ
ー
ツ
の
た
た
み
作

業
、
洗
濯
作
業
な
ど
を
行
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
待
っ
て
い

る
施
設
の
利
用
者
も
多
く
、
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
活
動
し
て
も
ら
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
、

「
自
分
の
健
康
維
持
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
し
、
何
よ
り
も
施

設
の
利
用
者
と
の
交
流
が
楽

し
い
。
私
も
施
設
の
利
用
者
か

ら
力
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
温

か
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、
私
た

ち
職
員
も
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

時
間
が
空
い
て
い
る
と
き
で

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
読
む
こ
と
が
好
き

▼
増
え
て
ほ
し
い
利
用
者

▼
外
出
の
お
手
伝
い

▼
感
謝
の
言
葉

▼
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

▼
心
の
触
れ
合
い

▼
利
用
者
の
期
待

▼
温
か
い
言
葉

出
張
ポ
イ
ン
ト
交
換
会
を
実
施
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■ＡＰＯカードに関する問い合わせは、あがのプラット株式会社へ　☎ 62-3325

カードを使うたびに、ポイントの

有効期限は延びていきます！
最後にポイントを「ためた日」または「使った日」から　　日

間何も使わないと、ポイントがなくなるので気を付けてくださ

い。

ＡＰＯカードＡＰＯカードでで
お得な生活を始めよう！お得な生活を始めよう！

180

市役所や加盟店でもらえるよ。加盟店での買い物はも

ちろん、市の事業への参加でもポイントが付くんだ！

そうだね！　ポイントがたまったら、一緒に

おいしいものでも食べようよ！

いいなあ！

ＡＰＯカードはどこでもらえるの？

そうなんだ！　さっそく、私もＡＰＯカードを

もらって、ポイントをためようっと！

いいわね！　もう少し早くＡＰＯカードを

知っていればよかったなー！

ねえねえ、この前、あがの市民病院で人間ドックを受けたら、ＡＰ

Ｏカード（あがのポイントカード）のまちづくりポイントを 3,000

ポイントもらって（※）、そのポイントでケーキを買ったんだー！

※ あがの市民病院での人間ドック受診に

よるまちづくりポイントは、市役所 2

階地域医療推進課での付与となります。

国民健康保険税を納付書や口座振替で納付している人の

納付回数が変わります

■■7月～翌年 3月までの 9期に変更となります7月～翌年 3月までの 9期に変更となります

■この記事に関する問い合わせ

・国民健康保険税に関することは、税務課 市民税係へ　☎ 62-2510（内線 2664 ～ 2666）

・国民健康保険制度に関することは、健康推進課 国保年金係へ　☎ 62-2510（内線 2181 ～ 2183）

　国民健康保険事業は、これまで市町村が運営し

てきましたが、安定的な運営を図るため、平成

30 年 4月から県と市町村が一緒に運営します。

　これに伴い、国民健康保険税の暫定賦課が廃止

され、納付書や口座振替で納付している人の納期

が、現行の 12 期から 9期に変更となります。国

民健康保険税額の決定も、2回から 1回となって

分かりやすくなります。

◎ 納期が 12 期から 9期に減少することに伴い、1期当たりの税額は増えますが、1年
間に支払う税額は変わりません。

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月

納期
なし

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

賦課 確定賦課額（本算定）

■平成 30 年 4月から（変更後）

※ 暫定賦課とは、前年中の所得が確定していない 4月に、前々年中の所得（前年度の国民健康保険

税額）を基に、仮の年間国民健康保険税額を算定する賦課方法です。

■平成 30 年 3月まで（現行）

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月

納期 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10 期 11 期 12 期

賦課 ※暫定賦課額（仮算定） 確定賦課額から暫定賦課額を差し引いた金額（本算定）

変更

◎ 年金から天引き（特別徴収）で納付している人は、これまでと変わりません。
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左から、岩村弘一阿賀野市教育長、福井秀二新発

田税務署長、渡邉正人京ヶ瀬中学校教頭、杉山さ

ん、花澤さん、齋藤さん、川鍋正樹新発田地区納

税貯蓄組合連合会長

※ 梁取さん、天野さん、石山さん、塚野さん、江口
さんは欠席

　

親
子
で
健
康
寿
命
を
考
え
、
健
康
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
内
の
小
学
4
年

生
と
中
学
2
年
生
を
対
象
に
「
健
康
寿
命

日
本
一
標
語
」
を
募
集
。
５
９
４
人
か
ら
応

募
が
あ
り
、
48
人
の
標
語
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
最
優
秀
賞

　
「
赤
青
黄 

し
っ
か
り
食
べ
よ
う 

三
色
を
」

加
藤　

十
珠 

さ
ん
（
京
ヶ
瀬
小
4
年
）

　
「
運
動
・
睡
眠 

心
が
け

み
ん
な
で
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
！
」

 

 　

上
松　
　

杏 

さ
ん
（
安
田
中
2
年
）

◇
優
秀
賞

　
「
け
ん
こ
う
は 

早
寝
早
起
き 

笑
い
顔
」

高
橋　

菜
々 

さ
ん
（
安
田
小
4
年
）

　
「
べ
つ
ば
ら
が 

あ
な
た
を
さ
そ
う 

メ
タ
ボ
へ
と
」

松
川　

真
士 

さ
ん
（
水
原
小
4
年
）

　
「
け
ん
こ
う
は 

お
金
で
か
え
な
い 

ざ
い
さ
ん
だ
」

齋
藤　

な
な 

さ
ん
（
笹
岡
小
4
年
）

　
「
三
食
を 

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ 

健
康
に
」

小
菅　
　

海 

さ
ん
（
安
田
中
2
年
）

　
「
生
き
が
い
を 

見
つ
け
て
楽
し
く 

長
生
き
に
」

大
滝　
　

鴻 

さ
ん
（
水
原
中
2
年
）

　
「
笑
顔
に
は 

長
寿
に
な
れ
る 

秘
訣
あ
り
」

佐
藤　

玲
菜 

さ
ん
（
笹
神
中
2
年
）

※ 

入
賞
者
の
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
日
本
一
標
語
表
彰

●
48
人
の
標
語
が
入
賞

　新潟県東部産業団地にバイオマスエコセンター

を構える新潟特殊企業株式会社（新潟市江南区）

が 10月 27日、市の実施する「地方創生応援税制

（企業版ふるさと納税）」対象事業に 100万円を寄

付されました。これに伴い 11月 15日、田中市長

から感謝状が富田力代表取締役に贈呈されました。

　この寄付金は、現在改築中の安田地区複合施

設整備のための財源として有効に活用されます。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

●
新
潟
特
殊
企
業
㈱左から、富田さん、田中市長左から、富田さん、田中市長

　新発田税務署・新発田地区納税貯蓄組合連合

会共催の「平成29年度納税表彰式」が11月15日、

新発田市生涯学習センターで行われました。

　多年にわたる税務関係団体等の活動を通じ、

青色申告制度の普及発展に努め、納税道義の向

上に顕著な功績があったとして、羽田庄一さん

（嘉瀬島・新発田税務署管内青色申告会連合会理

事）が新発田税務署長から表彰されました。

新
発
田
税
務
署
長
表
彰

●
羽
田
庄
一
さ
ん

　

中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」
の
表
彰
式
が
11

月
15
日
、
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
発
田
税
務
署
管
内
で
６
９
０
作

品
、
市
内
か
ら
は
１
８
０
作
品
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
優
秀
作
36
作
品
の
う
ち
、
市
内

か
ら
は
8
作
品
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

※ 

市
内
受
賞
者
の
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇ 

新
発
田
税
務
署
管
内
税
務
団
体
協

議
会
長
賞

　

齋
藤　

未
悠 

さ
ん
（
安
田
中
3
年
）

◇ 

新
発
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
賞

　

梁
取　

大
貴 

さ
ん
（
安
田
中
3
年
）

　

天
野　

美
月 

さ
ん
（
水
原
中
3
年
）

◇ 

阿
賀
野
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

長
賞

　

花
澤　

沙
稀 

さ
ん
（
京
ヶ
瀬
中
3
年
）

　

杉
山　

沙
羅 

さ
ん
（
京
ヶ
瀬
中
3
年
）

　

石
山　

茉
穂 

さ
ん
（
水
原
中
3
年
）

　

塚
野　

奈
月 

さ
ん
（
水
原
中
3
年
）

　

江
口　

恵
輔 

さ
ん
（
水
原
中
3
年
）

◇ 

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
感
謝

状
（
租
税
教
育
推
進
校
）

　

京
ヶ
瀬
中
学
校

税
に
つ
い
て
の
作
文
表
彰

●
8
人
の
作
文
が
入
賞
・
1
校
に
感
謝
状

寄付

特
別
優
秀
賞
を
受
賞

●
㈲
さ
さ
か
み
や
ま
び
こ
農
産

榎
本
庄
太
さ
ん

　

米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
主
催
の
「
第
19

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際

大
会
」
が
11
月
25
・
26
日
、
真
室
川
町
町

民
体
育
館（
山
形
県
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
国
内
外
の
米
を
一
堂
に
集

め
て
審
査
・
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

全
性
や
良
食
味
を
求
め
「
良
質
な
米
作
り
」

に
日
々
精
進
す
る
生
産
者
・
団
体
を
支
援

し
、
認
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
最
大
級
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
各

地
か
ら
５
５
５
１
検
体
が
出
品
。
栽
培
別

部
門
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
有
機
栽
培
）
認
定
・
転
換

中
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
Ｂ
Ｌ
を
出
品
し
た
有
限

会
社
さ
さ
か
み
や
ま
び
こ
農
産
の
榎
本
庄

太
さ
ん
が
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表彰

　

阿
賀
野
市
産
業
振
興
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
（
小
林
武
徳
実
行
委
員
長
）
主
催
の
「
あ

が
の
わ
く
わ
く
ド
リ
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
７
表
彰
式
」
が
12
月
16
日
、
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
に
あ
っ
た
ら

素
敵
な
も
の
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
夢
の
あ
る

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た
も
の
で
、
今
回
で

3
回
目
。
４
０
９
点
の
応
募
が
あ
り
、
11

月
5
日
に
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
で
開
催

さ
れ
た
「
あ
が
の
わ
く
わ
く
産
業
フ
ェ
ア

２
０
１
７
」
で
全
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
創
造
性
や

独
創
性
、
想
像
力
、
実
現
性
、
将
来
性
を
基

準
に
審
査
を
行
い
、
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
阿
賀
野
ド
リ
ー
ム
金
賞

　

鈴
木　

誓
汰 

さ
ん
（
安
田
小
5
年
）

　

阿
部
葉
乃
香 

さ
ん
（
水
原
小
6
年
）

　

平
井　
　

元 

さ
ん
（
水
原
小
6
年
）

　

田
中　
　

凜 

さ
ん
（
神
山
小
1
年
）

　

田
中　

日
紅 

さ
ん
（
神
山
小
5
年
）

　

佐
藤　

あ
み 

さ
ん
（
安
田
中
1
年
）

◇
阿
賀
野
ド
リ
ー
ム
銀
賞

　

圓
山　

天
花 

さ
ん
（
安
田
小
6
年
）

　

佐
藤　

尋
斗 

さ
ん
（
京
ヶ
瀬
小
4
年
）

　

小
　

紫
凰 

さ
ん
（
水
原
小
2
年
）

　

佐
藤　

稟
梛 

さ
ん
（
水
原
小
6
年
）

　

田
邊　

泰
星 

さ
ん
（
水
原
小
6
年
）

　

市
川
陽
奈
子 

さ
ん
（
安
田
中
1
年
）

　

新
保　

奈
々 

さ
ん
（
安
田
中
1
年
）

　

望
月　

美
香 

さ
ん
（
一
般
）

◇
阿
賀
野
ド
リ
ー
ム
銅
賞

　

小
嶋　

陸
斗 

さ
ん
（
安
田
小
5
年
）

　

板
倉
里
央
菜 

さ
ん
（
安
田
小
6
年
）

　

西
野
里
桜
奈 

さ
ん
（
京
ヶ
瀬
小
1
年
）

　

曽
我　

真
歩 

さ
ん
（
京
ヶ
瀬
小
6
年
）

　

今
井　

柚
葉 

さ
ん
（
堀
越
小
1
年
）

　

加
藤　

知
菜 

さ
ん
（
水
原
小
5
年
）

　

田
中　

慎
人 

さ
ん
（
水
原
小
6
年
）

　

西
潟　

有
咲 

さ
ん
（
水
原
小
6
年
）

　

宮
田　

禄
郎 

さ
ん
（
水
原
小
6
年
）

　

髙
橋　

優
月 

さ
ん
（
神
山
小
3
年
）

　

石
川　

慈
子 

さ
ん
（
安
田
中
1
年
）

　

井
関　

小
桜 

さ
ん
（
安
田
中
1
年
）

　

小
林　
　

薫 

さ
ん
（
一
般
）

◇
審
査
員
特
別
賞

　

五
十
嵐
芳
美 

さ
ん
（
一
般
）

◆長年にわたる功績・功労者に贈られました

　小林さんは、笹神村議会議員として、昭和 51

年 10 月から平成 4 年 10 月までの 4 期 16 年間

務められました。

　この間、財務厚生常任委員会委員長・副委員

長の要職を歴任。総務文教常任委員会委員や監

査委員、簡易水道運営審議会委員を務めるなど、

村政の伸展に尽力されました。

小
こばやし

林 兵
ひょうえい

榮さん（出湯）

高齢者叙勲（11 月 1日） 地方自治功労

旭日単光章旭日単光章

左から、田中市長、小林兵榮さん、長男の小
林康彦さん・陽子さん夫妻

あ
が
の
わ
く
わ
く
ド
リ
ー
ム

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
７
表
彰

●
28
人
の
作
品
が
受
賞



■お知らせ版

15 平成 30 年 1 月号 平成 30 年 1 月号 14

催　
　

し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

　

市
で
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
無
料

で
、
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎
親
子
え
い
ご
塾

　

（
Ｇ
ｏ
！ 

Ｇ
ｏ
！ 

え
い
ご
）

　

基
本
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
や
毎
月
変
わ
る
テ
ー

マ
で
、
親
子
で
遊
び
を
通
し
て
楽
し
み

な
が
ら
英
語
に
触
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
1
月
10
日
（
水
）、28
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
ダ
フ
ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス

タ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

☎
62
‐
５
５
８
１

◎
親
子
あ
そ
び
塾

◎
お
や
こ
体
操
教
室

　

親
子
で
触
れ
合
い
な
が
ら
楽
し
み
ま

す
。
教
室
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
は
、
心

も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
1
月
13
日
（
土
）、27
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
本
間
由
香
里
氏

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎ 

に
こ
に
こ
木
育
広
場

　

幼
児
期
に
自
然
素
材
に
多
く
触
れ
る

こ
と
は
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心
の
成
長

に
良
い
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
木
の
お
も
ち
ゃ
を
通
し
て
見
え
て

く
る
も
の
を
親
子
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時
＝
1
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
岡
田
真
弓
氏
（
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎ 

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
教
室

　

赤
ち
ゃ
ん
と
抱
っ
こ
で
踊
る
ペ
ア
ダ

ン
ス
を
行
い
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て

親
子
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

▼
日
時
＝
1
月
24
日
（
水
）
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
千
原
由
佳
氏
〔（
一
社
）
日

本
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
協
会
認
定
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
〕

▼
定
員
＝
15
組
（
初
参
加
の
人
優
先
）

▼
持
ち
物
＝
抱
っ
こ
ひ
も
、
体
温
計
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
申
込
方
法
＝
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
こ
に
こ
に
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
共
通
事
項

▼
問
い
合
わ
せ

あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

☎
62
‐
５
５
８
１

◎
観
光
塾

　

市
島
春
城
は
、
吉
田
東
伍
や
會
津

八
一
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
郷
土
人
・

文
化
人
を
支
援
し
た
陰
の
功
労
者
で
す
。

「
東
京
の
新
潟
出
張
所
」
の
様
相
を
呈
し

て
い
た
春
城
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
通
し
て
、
氏
の
業
績
と
人
柄
・
時
代

背
景
・
郷
里
の
状
況
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
＝
1
月
9
日
（
火
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分

▼
集
合
場
所
＝
お
ん
こ
茶
屋
（
中
央
町

1
‐
8
‐
3
）

▼
演
題
＝
「
東
伍
と
八
一 

最
大
の
支

援
者
・
春
城
」

▼
講
師
＝
旗
野
博
氏
（
補
助
者
・
春
城

会
会
員
）

　
　
　

 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

参
加
の
際
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
会
場
に

は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
来
場

す
る
場
合
は
、
水
原
代
官
所
駐
車
場
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課 

観
光
係
（
内
線
２
３
４
２
）

新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫

雲
寺
さ
え
ず
り
の
里
催
し

◎
足
跡
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

公
園
内
の
林
で
ノ
ウ
サ
ギ
や
タ
ヌ
キ

等
の
生
き
物
の
足
跡
な
ど
を
探
し
ま

す
。冬
の
林
な
ら
で
は
の
観
察
会
で
す
。

▼
日
時
＝
1
月
28
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
11
時

▼
会
場
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫
雲

寺
さ
え
ず
り
の
里
（
新
発
田
市
藤
塚
浜

海
老
池
）

◎
海
鳥
を
見
る
会

　

冬
の
海
で
見
ら
れ
る
カ
モ
メ
類
や
カ

モ
類
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
4
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
11
時

▼
会
場
＝
網
代
浜
漁
港
〜
新
潟
東
港

▼
集
合
場
所
＝
海
の
に
ぎ
わ
い
館
「
駐

車
場
」（
聖
籠
町
大
字
網
代
浜
１
６
１
２

‐
5
）

◎
共
通
事
項

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
服
装
＝
散
策
に
適
し
た
服
装
・
靴

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン

タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

笹
神
図
書
館

シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
上
映
会

▼
日
時
＝
1
月
21
日
（
日
）
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
「
多
目
的

ホ
ー
ル
」

▼
上
映
作
品
・
時
間
＝
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ

ス
初
期
名
作
選
／
58
分

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
1
月
21
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館  ☎ 62ー0656
水原公民館  ☎ 62ー2028
あがの市民病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
農業委員会  ☎ 62ー2420
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ

　新潟広域都市圏連携事業とは、新潟市を中心に、近

隣10市町村が広域で連携することで、効率的な行政

サービスの提供や圏域全体の活性化を図るものです。

　その取り組みの一つとして共通割引券を作成し

ました。線に沿って切り取り、各施設に持参すると、

料金が割り引きされます。

　この機会にさまざまな文化・観光施設を「お得 

に」巡ってみませんか？

◎新潟市水族館 マリンピア日本海

　（新潟市中央区西船見町 5932-445　☎ 025-222-7500）

■ 料金＝一般 1,500 円（1,200 円）、小中学生 600 円（480 

円）、4歳以上 200 円（160 円）

◎蕗
ふき

谷
や

虹
こう

児
じ

記念館

　（新発田市中央町 4-11-7　☎ 0254-23-1013）

■ 料金＝一般 500 円（400 円）、高校生 200 円、小中学

生 100 円　※一般のみ割引

◎燕市産業史料館（燕市大曲 4330-1　☎ 0256-63-7666）

■ 料金＝一般 300 円（240 円）、小中学生 100 円（80 円）

◎五泉市村松郷土資料館（五泉市村松乙 2-1　☎ 58-8293）

■ 料金＝高校生以上 130 円（100 円）

◎吉田東伍記念博物館

　（阿賀野市保田 1725-1　☎ 68-1200）

■ 料金＝一般 300 円（250 円）、小中学生 150 円（100 円）

◎弥彦の丘美術館

　（西蒲原郡弥彦村弥彦 2502-1　☎ 0256-94-4875）

■ 料金＝一般 300 円（240 円）、小中学生 150 円（120 円）

◎三川・温泉スキー場

　 （東蒲原郡阿賀町川口堤ノ下　☎ 0254-99-3738

　 オープン前は阿賀町役場三川支所　☎ 0254-99-2311）

■ 料金＝一般男性 3,500 円（2,800 円）、一般女性・50

歳以上 2,500 円（2,000 円）、小中学生 2,000 円（1,600

円）　※平日のみ割引

※料金のうち、かっこ内が割引後の料金です。

1 枚でお得に

新潟広域都市圏連携事業 共通割引券

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

太
田
由
紀
歌
の
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

▼
日
時
＝
1
月
21
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
泉
の
会
（
阿
賀
野
市
）

◎ 

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
1
月
28
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
阿
賀
野
市
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

お
知
ら
せ

事
業
創
出
の
ヒ
ン
ト
に

農
産
物
等
の
乾
燥
・
粉
末

加
工
デ
ー
タ
の
公
表

　

市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業
・

食
品
関
連
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
旧

大
和
小
学
校
内
に
食
品
乾
燥
研
究
施
設

を
設
置
し
、
食
品
乾
燥
技
術
を
活
用
し

た
事
業
創
出
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

規
格
外
品
農
産
物
を
乾
燥
し
た
商
品

づ
く
り
や
加
工
業
者
へ
の
原
材
料
供
給

な
ど
、
事
業
を
考
え
る
た
め
に
必
要
な

農
産
物
等
の
乾
燥
・
粉
末
加
工
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課 

企
画

係
（
内
線
２
２
４
３
）

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

申
請
は
お
早
め
に

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）
の
支
給

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
対
象
と

思
わ
れ
る
人
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
支
給
対
象
者
＝
戦
没
者
等
の
死
亡
当

時
の
遺
族
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お

い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
遺
族
1
人
に
支
給
し
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母

④
戦
没
者
等
の
孫

⑤
戦
没
者
等
の
祖
父
母

⑥
戦
没
者
等
の
兄
弟
姉
妹

※ 

③
〜
⑥
は
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

を
有
し
て
い
な
か
っ
た
人
等
を
除
く
。

⑦
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
父
母

⑧
④
以
外
の
戦
没
者
等
の
孫

⑨
⑤
以
外
の
戦
没
者
等
の
祖
父
母

⑩
⑥
以
外
の
戦
没
者
等
の
兄
弟
姉
妹

⑪  

①
〜
⑩
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
お
い
、
め
い
等
）

※ 

⑦
〜
⑪
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

▼
支
給
内
容
＝
額
面
25
万
円
、
5
年
償

還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
限
＝
4
月
2
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
課 

援
護
係
（
内
線
２
１
６
３
）

切り取り線

切
り
取
り
線

○共通割引券に関すること

　吉田東伍記念博物館　☎68-1200

■ 問い合わせ ○新潟広域都市圏連携事業に関すること

　市長政策課 政策推進係（内線 2220）
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医
療
費
控
除
の
明
細
書
等
の
作
成
方
法

医
療
費
控
除

改
正
に
伴
う
説
明
会

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医

療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、
医
療
費
控

除
の
明
細
書
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
明
細
書
の
作
成
方
法
に
つ
い

て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
1
月
25
日
（
木
）、26
日
（
金
）

午
前
9
時
〜
11
時

▼
会
場
＝
市
役
所
4
階
「
４
０
２
会
議
室
」

▼
対
象
者
＝
医
療
費
控
除
ま
た
は
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療
費

控
除
の
特
例
）
の
適
用
を
受
け
る
人

▼
持
ち
物
＝
領
収
書
（
医
療
費
、
医
薬

品
等
）、
証
明
書
類
〔
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
適
用
の
場
合
。
健

（
検
）
診
の
領
収
書
・
結
果
通
知
表
や

予
防
接
種
等
の
領
収
書
・
予
防
接
種
済

証
〕、
電
卓
、
筆
記
用
具

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課 

市
民
税
係

（
内
線
２
６
６
４
〜
２
６
６
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

75
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
の
保
険
証

に
つ
い
て
、
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

と
、「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
そ
れ
ま
で
加
入
し

て
い
た
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な

ど
の
医
療
保
険
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
が

使
え
る
の
は
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
で
、

誕
生
月
の
前
月
上
旬
に
、
市
役
所
か
ら

「
重
要 

保
険
証
等
在
中
」
と
記
載
さ
れ
た

茶
色
の
封
筒
で
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

◎ 

75
歳
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
場
合
、
扶
養
し
て
い
た
家
族

の
医
療
保
険
は
？

　

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の

医
療
保
険
で
家
族
を
扶
養
し
て
い
た
場

合
、
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
の
種
類

に
よ
っ
て
手
続
き
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・ 

国
民
健
康
保
険
の
場
合
…
家
族
は
引

き
続
き
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
ま

す
。
手
続
き
は
不
要
で
す
。

・ 

社
会
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の
場
合

…
他
の
家
族
の
社
会
保
険
・
共
済
組
合

な
ど
の
扶
養
、
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
加
入
す
る

医
療
保
険
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎ 

医
療
費
の
負
担
割
合
（
医
療
機
関
で

の
一
部
負
担
金
の
割
合
）
は
？

　

原
則
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
本

人
ま
た
は
世
帯
の
中
で
住
民
税
の
課
税

所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、

3
割
負
担
に
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
が
世
帯
に
1
人
で
、

前
年
の
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満
の

場
合
、
ま
た
は
2
人
以
上
（
世
帯
の
70

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
未
加

入
者
も
含
む
）
で
前
年
の
収
入
額
の
合

計
が
５
２
０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
1
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

◎
保
険
料
は
？

　

保
険
料
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
月
（
誕
生
月
）
か
ら
発
生
し
ま
す

が
、
保
険
料
額
の
決
定
と
納
付
に
関
す

る
通
知
は
加
入
月
の
2
か
月
後
（
4
月

加
入
者
の
み
7
月
）
に
郵
送
し
ま
す
。

　

加
入
当
初
の
納
付
方
法
は
納
付
書
に

よ
る
現
金
納
付
（
保
険
証
に
同
封
す
る
口

座
振
替
申
込
書
で
手
続
き
し
た
人
や
す

で
に
手
続
き
済
み
の
人
は
、
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
）
と
な
り
ま
す
が
、
後
に
年
金

か
ら
の
天
引
き
に
な
り
ま
す
。
天
引
き
に

変
わ
る
時
期
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
加
入
月
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

後
期

高
齢
係
（
内
線
２
１
８
０
）

1
月
・
2
月
は

は
た
ち
の
献
血

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

病
気
や
け
が
の
治
療
に
使
わ
れ
る
輸

血
用
血
液
は
、
全
て
が
善
意
の
献
血
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
1
日
当

た
り
約
３
０
０
人
分
の
献
血
が
必
要
で

す
。
血
液
は
長
期
保
存
が
で
き
な
い
た

め
、
年
間
を
通
し
て
継
続
的
か
つ
安
定

的
な
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
最
も
身

近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
わ
れ
る
献
血

に
、皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

献
血
は
16
歳
〜
69
歳
の
健
康
な
人
が

協
力
で
き
ま
す（
65
歳
以
上
の
人
は
、

60
歳
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ

る
人
に
限
り
ま
す
）。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
２
６
３
５
）

認
知
症
カ
フ
ェ

　

「
毎
日
の
介
護
を
頑
張
り
過
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？
」「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
の
か
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

　

認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
来
れ
る
場

所
、
家
族
が
ホ
ッ
と
で
き
る
場
所
、
認
知

症
に
関
す
る
情
報
収
集
の
場
所
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
都
合
の
よ
い
日
時
の

認
知
症
カ
フ
ェ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
共
通
事
項

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎
ご
ず
っ
ち
ょ
カ
フ
ェ

▼
日
時
＝
2
月
20
日
（
火
）、
3
月
20

日
（
火
）
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
毎
月
第
3
火
曜
）

※
1
月
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

▼
会
場
＝
稲
荷
町
会
館
（
百
津
88
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘
隣
）

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
阿
賀
野（
内

線
２
１
３
２
）

・ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
笹
神

　

☎
62
‐
４
１
４
３

◎
シ
ン
パ
シ
ー
茶
屋

▼
日
時
＝
1
月
6
日
（
土
）、
2
月
3

日
（
土
）、
3
月
3
日
（
土
）
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分（
原
則
第
1
土
曜
）

▼
会
場
＝
広
域
型
・
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ン
パ
シ
ー
1
階
「
地

域
交
流
ス
ペ
ー
ス
」（
南
安
野
町
8
‐
20
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
（
福
）
飛
翔
福
祉
会 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
シ
ン
パ
シ
ー　

小
林

☎
62
‐
９
６
１
１

探
し
て
い
ま
す

家
庭
用
ロ
ー
ラ
ー
式

電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器

　

的
場
電
機
製
作
所
製
の
家
庭
用
ロ
ー

ラ
ー
式
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
に
つ
い

て
、
ロ
ー
ラ
ー
部
の
布
カ
バ
ー
を
外
し

て
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
衣
服
が
機

器
の
ロ
ー
ラ
ー
部
に
巻
き
込
ま
れ
、
窒

息
死
し
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

布
カ
バ
ー
を
外
し
た
り
、
破
れ
た
状

態
で
の
使
用
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

次
の
製
品
は
回
収
し
ま
す
の
で
、
す

ぐ
に
使
用
を
中
止
し
て
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
製
品

・ 

ア
ル
ビ
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ラ
ー

・ 

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ラ
ー
Ⅱ

※ 

昭
和
58
年
〜
平
成
8
年
製
造

▼
受
付
時
間
＝
午
前
9
時
〜
5
時
（
土

曜
・
日
曜
・
年
末
年
始
・
定
休
日
を
除
く
）

▼
受
付
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
‐
01
‐
２
２
５
１

※ 

通
話
料
無
料
。
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

か
ら
も
通
話
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
㈱
的
場
電
機
製
作
所

☎
０
４
９
‐
２
３
１
‐
２
２
５
５

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

①
介
護
保
険
料
の
控
除

　

そ
の
年
に
支
払
っ
た
介
護
保
険
料

は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
、
確

定
申
告
の
際
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

▼
年
金
か
ら
天
引
き
の
人
＝
1
月
中

旬
に
日
本
年
金
機
構
等
か
ら
郵
送
さ

れ
る
保
険
料
の
納
付
額
が
記
載
さ
れ

た
源
泉
徴
収
票
※
本
人
に
限
り
控
除

▼
納
入
通
知
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

納
付
し
た
人
＝
1
月
22
日
（
月
）
ご

ろ
に
市
役
所
か
ら
郵
送
す
る
保
険
料

の
納
付
額
が
記
載
さ
れ
た
証
明
書

② 

要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
な
く
て
も
、
次
の
対
象
者
で
、
申

請
に
よ
り
市
か
ら
「
障
害
者
控
除
認

定
書
」
の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
、
障

害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
介
護
保
険
の
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
て
、
市
が

障
が
い
の
程
度
を
身
体
障
害
者
手
帳

交
付
者
と
同
等
と
認
め
る
人

※ 

認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
も
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

申
請
者
は
本
人
ま
た
は
同
居
家
族

（
施
設
入
所
者
は
別
住
所
可
）
で
、

印
鑑
と
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

※ 

交
付
を
受
け
た
認
定
書
は
、
認
定

有
効
期
間
内
で
使
用
で
き
ま
す
。

③
お
む
つ
の
医
療
費
控
除

　

寝
た
き
り
状
態
の
人
の
お
む
つ
代

に
係
る
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、

初
め
て
の
人
は
医
師
が
発
行
す
る
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
（
医

療
機
関
に
用
紙
が
な
い
場
合
は
、
市

役
所
1
階
高
齢
福
祉
課
、
各
支
所
に

あ
り
ま
す
）。

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
2
年

目
以
降
で
、
次
の
対
象
者
の
場
合
は
、

市
が
発
行
す
る
「
主
治
医
意
見
書
を

確
認
し
た
書
類
」
で
確
定
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
寝
た
き
り
状
態
で
、
尿
失

禁
の
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
、

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
に
係
る
主

治
医
意
見
書
か
ら
確
認
で
き
る
人

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

 

・・ 

①
〜
③
は
、
高
齢
福
祉
課 

介
護
保

険
係
（
内
線
２
１
２
２
〜
２
１
２
４
）

・・ 

④
は
、
税
務
課 

市
民
税
係
（
内
線

２
６
６
１
）

※ 

申
告
の
際
は
領
収
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

④介護サービスの医療費控除
　医療費控除の対象となる金額は、領収書に「医療費控除
対象額○○円」の記載がありますので確認してください。

医療費控除の
対象（居宅サー
ビス）※

訪問看護
介護予防訪問看護
訪問リハビリテーション
介護予防訪問リハビリテーション
居宅療養管理指導（医師等による管理・指導）
介護予防居宅療養管理指導
通所リハビリテーション（医療機関でのデイサービス）
介護予防通所リハビリテーション
短期入所療養介護

介護予防短期入所療養介護
定期巡回・随時対応型訪問介護看護（一
体型事業所で訪問看護を利用する場合）
複合型サービス（上記サービスを含む組
み合わせにより提供されたもの。生活援
助中心型訪問介護部分を除く）

（施設サービス）
介護老人保健施設
介護療養型医療施設

上記居宅サー
ビスと併せて
利用する場合
のみ医療費控
除の対象（保
険給付対象の
1 割または 2
割負担部分の
みが対象）

訪問介護（生活援助中心型を除く）
介護予防訪問介護
夜間対応型訪問介護
訪問入浴介護
介護予防訪問入浴介護
通所介護
介護予防通所介護
地域密着型通所介護
認知症対応型通所介護
介護予防認知症対応型通所介護
小規模多機能型居宅介護
介護予防小規模多機能型居宅介護
短期入所生活介護
介護予防短期入所生活介護
定期巡回・随時対応型訪問介護看護（一
体型事業所で訪問看護を利用しない場合
や連携事業所に限る）
複合型サービス（上記居宅サービスを含
まない組み合わせにより提供されたも
の。生活援助中心型訪問介護部分を除く）

2分の1医療費
控除の対象※

介護老人福祉施設

地域密着型介護老人福祉施設

医療費控除の
対象外

認知症対応型共同生活介護
介護予防認知症対応型共同生活介護
特定施設入居者生活介護
地域密着型特定施設入居者生活介護
介護予防特定施設入居者生活介護
福祉用具貸与
介護予防福祉用具貸与

※保険給付対象外の食費・居住費（滞在費）も対象

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ　

確
定
申
告
で
介
護
関
係
の
控
除
を
受
け
る
に
は

お
知
ら
せ

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー

取
扱
方
法
に
よ
っ
て
は

け
が
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も

　

家
庭
で
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
す
が
、「
コ
ー
ド

の
付
け
根
か
ら
火
花
が
出
て
や
け
ど
を

し
た
」「
髪
の
毛
が
吸
い
込
ま
れ
て
取

れ
な
く
な
り
、
は
さ
み
で
切
っ
た
」
な

ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
家
電
製
品
で
基
本
的
な
使
い

方
が
分
か
っ
て
い
る
製
品
で
あ
っ
て

も
、
使
用
時
や
保
管
時
の
取
扱
方
法
に

よ
っ
て
は
、
け
が
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
片
付
け
る
場
合

は
、
本
体
に
コ
ー
ド
を
巻
き
付
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
使
う
場
合
は
髪

の
毛
を
吸
い
込
み
口
に
近
づ
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
０
４
）

・・ 

新
潟
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
‐
２
８
５

‐
４
１
９
６

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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冬
道
の
交
通
安
全

　

歩
行
者
の
そ
ば
を
車
で
通
過
す
る
と

き
は
、
安
全
な
間
隔
を
保
ち
、
減
速
・

徐
行
す
る
な
ど
、
慎
重
で
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

降
雪
や
霧
で
運
転
者
の
視
界
が
悪
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
者
は
車

の
動
き
に
十
分
注
意
し
、
車
が
止
ま
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
横
断
し
ま

し
ょ
う
。

ー
阿
賀
野
市
・
阿
賀
野
警
察
署
・

市
交
通
安
全
協
会
ー

▼
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課 

地

域
安
全
係
（
内

線
２
２
３
２
）

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す

新
潟
県
の
雪
情
報

　

新
潟
県
で
は
、
降
雪
量
予
測
情
報

な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
サ
イ
ト

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
＝
3
月
31
日
（
土
）
ま
で

※ 

情
報
は
1
日
2
回
更
新（
午
前
10
時
、

午
後
4
時
）

▼
主
な
情
報

① 

県
内
37
地
点
の
気
象
状
況
等
（
降
雪

量
予
測
、
気
象
現
況
な
ど
）

② 

気
象
庁
発
表
の
特
別
警
報
・
警
報
・

注
意
報

③ 

各
種
雪
情
報
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
集

（
道
路
交
通
、防
災
、観
光
情
報
な
ど
）

▼
利
用
方
法

① 

パ
ソ
コ
ン
か
ら
…
「
新
潟
県
の
雪
情

報
」
で
検
索

② 

携
帯
電
話
か
ら
…
ア
ド
レ
ス
（h

ttp
://

w
w
w
.c
h
iik
i.p
re
f.n
iig
a
ta
.jp
/

yu
ki/k/

）

▼
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

午
後
3
時
〜
翌
朝
9
時
に
10
㎝
を
超

え
る
降
雪
が
予
測
さ
れ
る
場
合
、
希
望

す
る
地
点
を
登
録
す
る
と
、
午
後
4
時

ご
ろ
に
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。「
新
潟
県
の
雪
情
報
」
の
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

新
潟
県 

地
域
政
策
課 

雪
対
策
室　

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
０
９
６

み
ん
な
覚
え
て
「
１
１
８
番
」

1
月
18
日
（
木
）
は

「
１
１
８
番
の
日
」
で
す

　

「
１
１
８
番
」
は
、
海
上
保
安
庁
の

緊
急
通
報
用
電
話
番
号
で
す
。

　

海
で
事
件
・
事
故
を
見
掛
け
た
場
合

や
、
見
慣
れ
な
い
船
を
見
掛
け
る
な
ど

不
審
に
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
報
す
る
際
は
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」

「
何
が
あ
っ
た
」
な
ど
簡
潔
に
落
ち
着

い
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
第
九
管
区
海
上
保
安

本
部 

総
務
課 

広
報
・
地
域
連
携
室　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
０
１
１
８

募 　

集 

児
童
福
祉
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

児
童
の
健
や
か
な
育
成
や
子
育
て
支

援
に
関
す
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
、

調
査
・
審
議
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
＝
2
人

▼
任
期
＝
2
年

▼
応
募
資
格

・ 

市
内
在
住
で
応
募
時
の
年
齢
が
20
歳

以
上
の
人

・ 

他
の
審
議
会
や
付
属
機
関
の
公
募
委

員
に
な
っ
て
い
な
い
人

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
申
込
書
に
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

応
募
の
動
機
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

市
役
所
1
階
社
会
福
祉
課
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
報
酬
＝
4
千
円
／
回

▼
募
集
期
限
＝
1
月
15
日
（
月
）
必
着

▼
そ
の
他
＝
選
考
結
果
は
1
月
下
旬
に

通
知
し
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
（
内
線
２
１
５
０
）

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２
（
住
所
不
要
）

Ⓕ
61
‐
２
０
３
６

 s
h
a
k
a
ifu
k
u
s
h
i@
c
ity
.a
g
a
n
o
.

n
iig
ata.jp

平
成
30
年
度

市
臨
時
職
員
登
録
者
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
場

合
、
登
録
し
て
い
る
人
の
中
か
ら
採
用

し
ま
す
。
勤
務
条
件
な
ど
は
雇
用
を
行

う
課
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
登
録
さ
れ
て
も
必
ず
臨
時

職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
雇
用
見
込
み
に
つ
い
て
も
回
答

で
き
ま
せ
ん
の
で
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
＝
原
則
と
し
て
市
内
在
住
者

▼
登
録
期
間
＝
4
月
1
日
〜
平
成
31
年

3
月
31
日
（
1
年
間
）

▼
登
録
職
種
＝
一
般
事
務
、介
助
員（
学

校
生
活
で
の
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

に
対
す
る
介
助
）、
幼
稚
園
教
諭
、
保

育
士
、
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
、
看
護
師
、

栄
養
士
な
ど

▼
主
な
職
種
の
賃
金
単
価

・ 

一
般
事
務
…
時
給
８
４
０
円

・ 

介
助
員
…
時
給
８
９
０
円

・ 

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
…
有
資
格
者
・

時
給
９
１
０
円
、
無
資
格
者
・
時
給

８
４
０
円

・ 

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
…
有
資
格
者
・

時
給
９
１
０
円
、
無
資
格
者
・
時
給

８
４
０
円

▼
提
出
書
類
＝
次
の
い
ず
れ
か
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

① 

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登
録
台
帳
…
市

役
所
2
階
総
務
課
人
事
係
、
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

② 

市
販
の
履
歴
書
…
勤
務
時
間
や
希
望

職
種
な
ど
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

①
②
と
も
写
真
を
貼
付

▼
提
出
期
限
＝
4
月
か
ら
勤
務
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
2
月
9
日

（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
は
期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
ま

す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課  

人
事
係
（
内
線
２
２
７
２
）

（
一
社
）
五
頭
自
然
学
校

雪
中
散
策
と
お
餅
つ
き

　

小
鳥
や
動
物
の
足
跡
、
木
々
の
冬
芽

な
ど
、
雪
の
森
で
自
然
観
察
を
行
い
ま

す
。
運
が
良
け
れ
ば
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

に
も
会
え
ま
す
。
散
策
の
後
は
、
笹
神

産
の
餅
米
を
使
っ
た
餅
つ
き
と
地
場
野

菜
の
お
汁
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
1
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
会
場
＝
五
頭
自
然
学
校
（
畑
江
33
）

と
そ
の
周
辺

▼
集
合
場
所
＝
五
頭
自
然
学
校

▼
定
員
＝
先
着
20
人 

▼
参
加
費
＝
大
人
（
中
学
生
以
上
）

２
５
０
０
円
、
子
ど
も
（
5
歳
〜
小
学

生
）
１
５
０
０
円
（
食
材
料
費
、
保
険

料
、
か
ん
じ
き
レ
ン
タ
ル
料
込
み
）

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
長
靴
、
防
水
防
寒

具
、
手
袋
、
帽
子
、
お
わ
ん
、
箸

▼
申
込
期
限
＝
1
月
20
日
（
土
）
正
午

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
一
社
）

五
頭
自
然
学
校　

☎
47
‐
４
４
２
５

☎
０
９
０
‐
６
５
０
２
‐
５
５
２
３

11 月 30 日入札

  建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

笹神保健センター改修（その 2）工事 小菅建設興業㈱ 50,976,000 円 98.1%
制限付
一般競争

H30.03.30 6

野地城中潟線改良その 4工事 ㈱北友建設 91,476,000 円 95.7%
制限付
一般競争

H30.03.31 11

コミュニティセンター瓢湖憩の家改
修工事

㈱若月商店 58,266,000 円 91.4%
制限付
一般競争

H30.03.30 7

牧島小境線道路改良工事 ㈱ライズビルド 29,052,000 円 96.7%
制限付
一般競争

H30.03.30 15

寺社№ 4マンホールポンプ設置工事 安田設備工業㈱ 12,366,000 円 95.4%
制限付
一般競争

110 日間 7

島田本明№ 4マンホールポンプ設置
工事

㈲澤田工業 11,988,000 円 94.6%
制限付
一般競争

110 日間 7

高田船居№ 5マンホールポンプ設置
工事

㈱上松設備 12,214,800 円 96.2%
制限付
一般競争

110 日間 7

笹神笹岡№ 1マンホールポンプ設置
工事

㈱帆苅組 12,344,400 円 96.4%
制限付
一般競争

110 日間 7

笹神笹岡№ 2マンホールポンプ設置
工事

㈱ミツマ 15,984,000 円 95.6%
制限付
一般競争

110 日間 7

土橋№ 4マンホールポンプ設置工事 ㈱松田設備工業 12,204,000 円 95.4%
制限付
一般競争

110 日間 7

消雪井戸地下水位変動調査業務委託
㈱興和阿賀野営
業所

702,000 円 92.9% 指名競争 H30.03.30 5

12 月 7 日入札

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

瓢湖傷病舎改修工事 ㈱ライズビルド 4,644,000 円 98.6% 指名競争 H30.03.31 4

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

■問い合わせ＝管財課 入札契約係（内線 2362）

お
知
ら
せ

1
月
10
日
（
水
）
は

「
１
１
０
番
の
日
」
で
す

　

１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
な
ど
で

警
察
官
に
す
ぐ
来
て
ほ
し
い
場
合
に
利

用
す
る
警
察
へ
の
直
通
電
話
番
号
で

す
。

　

緊
急
性
の
な
い
問
い
合
わ
せ
・
相
談

な
ど
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
・

駐
在
所
、
け
い
さ
つ
相
談
室
（
直
通
番

号
「
＃
９
１
１
０
」）
へ
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
１
１
０
番
通
報
の
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

警
察
官
の
質
問
に
落
ち
着
い
て
答
え

て
く
だ
さ
い
。

①
何
が
あ
り
ま
し
た
か
？

②
そ
れ
は
い
つ
で
す
か
？

③
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

④ 

犯
人
を
見
ま
し
た
か
？
（
人
相
や
逃

走
方
向
、
車
種
な
ど
）

⑤ 

現
場
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

（
け
が
人
の
有
無
、 

被
害
状
況
な
ど
）

⑥ 

あ
な
た
は
ど
な
た
で
す
か
？ 

（
通
報

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
）

▼
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
０
番

　

携
帯
電
話
か
ら
も
市
外
局
番
な
し
の

１
１
０
番
で
通
報
で
き
ま
す
。

・ 

現
場
の
住
所
や
目
印
に
な
る
も
の
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

・ 

通
話
中
は
で
き
る
だ
け
移
動
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・ 

通
話
後
も
し
ば
ら
く
電
源
を
入
れ
た

ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

車
を
運
転
中
の
場
合
は
、
安
全
に
停

車
し
て
か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
阿
賀
野
警
察
署 

地

域
課　

☎
63
‐
０
１
１
０

緑
岡
駐
在
所
が
「
京
ヶ
瀬

駐
在
所
」
に
変
わ
り
ま
す

　

新
潟
県
警
察
本
部
で
は
、
県
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
警
察

力
を
効
果
的
に
発
揮
す
る
た
め
、
県
内

各
警
察
署
の
交
番
・
駐
在
所
の
再
編
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
老
朽
化
に
よ
り

建
て
替
え
時
期
を
迎
え
た
前
山
駐
在
所

を
閉
所
し
、
緑
岡
駐
在
所
の
建
物
を
増

改
築
し
た
上
で
、
1
月
下
旬
ご
ろ
に

「
京
ヶ
瀬
駐
在
所
」
を
開
所
し
ま
す
。

　

新
た
な
駐
在
所
で
は
、
警
察
官
が
2

人
勤
務
す
る
複
数
制
駐
在
所
と
な
る
た

め
、
事
案
対
応
力
が
強
化
さ
れ
る
ほ

か
、
駐
在
所
の
警
察
官
が
不
在
に
な
る

日
が
減
少
す
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
街
頭
活
動
の
強
化
や
落
し
物
の
受
付

な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
阿
賀
野
警
察
署 

地

域
課　

☎
63
‐
０
１
１
０

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。



■お知らせ版 ■お知らせ版

21 20平成 30 年 1 月号 平成 30 年 1 月号

募 　

集 

平
成
30
年
度

学
校
給
食
調
理
員
を

募
集
し
ま
す

◎
嘱
託
員

▼
応
募
資
格
＝
調
理
師
免
許
所
有
者

▼
募
集
人
数
＝
1
人

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝

日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）、

1
日
7
時
間
30
分
勤
務

※ 

た
だ
し
、
学
校
行
事
等
に
よ
り
必
要

が
あ
る
場
合
を
除
く
。

▼
報
酬
＝
月
額
15
万
円
（
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

▼
応
募
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、写
真
を
添
付
し
て
、

笹
神
支
所
2
階
学
校
教
育
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
臨
時
職
員

▼
応
募
資
格
＝
不
問

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
曜
〜
金
曜
（
原

則
給
食
実
施
日
）、
1
日
6
時
間
勤
務

※ 

祝
日
、
夏
期
休
暇
等
の
期
間
は
勤
務

な
し
。
た
だ
し
、
学
校
行
事
等
に
よ

り
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

▼
賃
金

・ 

調
理
師
免
許
あ
り
…
時
給
８
７
０
円

・ 

調
理
師
免
許
な
し
…
時
給
８
５
０
円

※ 

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険

加
入

▼
応
募
方
法
＝
市
の
「
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
登
録
台
帳
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
写
真
を
添
付
し
て
、
学
校
教
育

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登
録

台
帳
は
、
学
校
教
育
課
、
市
役
所
2
階

総
務
課
、各
支
所
に
あ
り
ま
す
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

◎
共
通
事
項

▼
任
用
期
間
＝
4
月
1
日
〜
平
成
31
年

3
月
31
日
（
1
年
間
）

▼
募
集
期
限
＝
2
月
1
日
（
木
）

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
そ
の
他

・ 

通
勤
距
離
が
片
道
2
㎞
以
上
の
場
合
、

通
勤
賃
金
が
別
途
支
給
さ
れ
ま
す
。

・ 

採
用
の
決
定
は
3
月
議
会
後
の
3
月

中
旬
以
降
と
な
り
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課 

教
育
総
務
係

講
座
・
教
室

運
動
普
及
員
事
業

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

　

貸
し
出
し
用
の
ポ
ー
ル
を
用
意
し
ま

す
。
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
こ
の
季

節
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
2
月
1
日
（
木
）
午
後
1
時

30
分
〜
（
午
後
1
時
〜
受
付
） 

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館「
剣
道
場
」

▼
講
師
＝
遠
藤
誠
氏
（
日
本
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
ベ
ー

シ
ッ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人

　
　
　

  

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
上
履
き

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
運
動

普
及
員
会
事
務
局
（
健
康
推
進
課
内
・

内
線
２
６
１
１
）

移
動
が
困
難
な
高
齢
者
の
た
め
に

移
動
サ
ー
ビ
ス
研
修
会

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
買
い
物
や

医
療
機
関
へ
の
受
診
な
ど
が
困
難
な
高

齢
者
が
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
い
き

ま
す
。移
動
支
援
の
需
要
が
高
ま
る
中
、

地
域
で
の
支
え
合
い
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
移
動

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
法
的
な
内
容
を
学

ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
車
が
運
転
で
き
な

い
、
バ
ス
の
便
が
悪
い
な
ど
、
移
動
が
困

難
な
高
齢
者
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

高
齢
者

の
皆
さ
ん
を
少
し
で
も
支
援
し
た
い
、
移

動
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
1
月
17
日
（
水
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
1
階「
大
講
堂
」

▼
講
師
＝
河
崎
民
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

全
国
移
動
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副

理
事
長
）

▼
申
込
期
限
＝
1
月
12
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
阿
賀
野（
内

線
２
１
３
２
）

・ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
笹
神

　

☎
62
‐
４
１
４
３

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
1
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

☎
63
‐
１
７
２
２

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広く皆さん広く皆さんのの意見意見をを募集募集しますします
パブリックコメント

http://www.city.agano.niigata.jp/site/publiccomment/

　市では、障がい児・者に対する施策を総合的に

推進するための基本的な方針となる「第 3次阿賀

野市障がい者福祉計画」と、障害福祉サービス・

障害児通所サービスの体制整備や目標量を定めた

「第5期障がい福祉計画・第1期障がい児福祉計画」

を一体的に策定します。

■ 公表資料

　 第 3次阿賀野市障がい者計画・第 5期障がい福

祉計画・第 1期障がい児福祉計画（案）

■ 資料の入手方法

　・・ 市ホームページからダウンロード

　・・ 社会福祉課（市役所 1階）、各支所（安田・京

ヶ瀬・笹神）で配布（土曜・日曜を除く午前 8

時 30 分～午後 5時 15 分）

　・・ 市立図書館（曽郷1028）で配布〔1月15日（月）、

18 日（木）、22 日（月）、29 日（月）、2 月 5

日（月）を除く午前 9時 30 分～午後 7時（土

曜・日曜は午後 5時まで）〕

■提出・問い合わせ

　〒 959-2092（住所不要）

　阿賀野市社会福祉課障害福祉係（内線 2155）

　Ⓕ 61-2036　 shakaifukushi@city.agano.niigata.jp

　市では、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で

安心して自立した生活が営めるように、医療・介護・

予防・住まい・生活支援サービスが切れ目なく提

供される「地域包括ケアシステム」の深化・推進

に向けて「阿賀野市高齢者福祉計画・第 7期介護

保険事業計画 ｣を策定します。

■ 公表資料

　 阿賀野市高齢者福祉計画・第 7期介護保険事業

計画（案）

■ 資料の入手方法

　・・ 市ホームページからダウンロード

　・・ 高齢福祉課（市役所 1階）、各支所（安田・京

ヶ瀬・笹神）で配布（土曜・日曜を除く午前 8

時 30 分～午後 5時 15 分）

　・・ 市立図書館（曽郷1028）で配布〔1月15日（月）、

18 日（木）、22 日（月）、29 日（月）、2 月 5

日（月）を除く午前 9時 30 分～午後 7時（土

曜・日曜は午後 5時まで）〕

■提出・問い合わせ

　〒 959-2092（住所不要）

　阿賀野市高齢福祉課（内線 2120）

　Ⓕ 61-2036　 kaigo@city.agano.niigata.jp

阿賀野市高齢者福祉計画・第 7期介護保険事業計画（案）について 

　市では、市民の「健康寿命の延伸」を大きな目

標として掲げ、市民の健康増進と生活習慣病の予

防・悪化を防止するため「第 2期阿賀野市国民健

康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）・第

3期特定健康診査等実施計画」を策定します。

■ 公表資料

　 第 2期阿賀野市国民健康保険保健事業実施計画

（データヘルス計画）・第 3期特定健康診査等実

施計画（案）

■ 資料の入手方法

　・・ 市ホームページからダウンロード

　・・ 健康推進課（市役所 1階・水原保健センター

1階）、各支所（安田・京ヶ瀬・笹神）で配布（土

曜・日曜を除く午前8時30分～午後5時15分）

　・・ 市立図書館（曽郷1028）で配布〔1月15日（月）、

18 日（木）、22 日（月）、29 日（月）、2 月 5

日（月）を除く午前 9時 30 分～午後 7時（土

曜・日曜は午後 5時まで）〕

■提出・問い合わせ

　〒 959-2092（住所不要）

　阿賀野市健康推進課成人係（内線 2610）

　Ⓕ 62-2513　 kenko@city.agano.niigata.jp

第 2期阿賀野市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）・
第 3期特定健康診査等実施計画（案）について

■募集期間＝ 1 月 10 日（水）～ 2月 8日（木）

　※郵送の場合は当日消印有効

■ 提出方法＝所定の意見書（任意の意見書も可）に、

①意見・②住所・③氏名（団体等の場合は、所

在地・名称・代表者名）・④電話番号を必ず記入

の上、持参・郵送・FAX・電子メールのいずれ

かの方法で提出してください。所定の意見書は、

資料の入手方法と同様の方法で入手できます。

■ 結果の公表＝提出された意見については、原則

として、市の考え方と併せて、後日、資料の入

手方法と同様の方法で公表します（個人情報は

非公表）。

3 つのパブリックコメントにおける共通事項

　次の 3つの計画策定に先立ち、阿賀野市パブリックコメント実施要綱に基づ

き、計画（案）を公表し、広く皆さんの意見を募集します。

第 3次阿賀野市障がい者計画・第 5期障がい福祉計画・
第 1期障がい児福祉計画（案）について

平成 30 年度

 　　 成人式実行委員を募集

　阿賀野市成人式

　5月 4日（金・祝）午後 2時～

　水原総合体育館

　新成人の参画による成人式を目指して募集します。

■ 応募資格＝平成 9年 4 月 2 日～平成 10 年 4 月 1 日生まれで、夜

間等の会議に出席できる人（男女は問いません）

■ 募集人数＝ 18 人程度　※応募者多数の場合は、地区等を考慮し

て選考により決定します。

■ 応募方法＝任意の用紙に氏名・生年月日・性別・住所・電話番号・

応募の動機（字数は自由）を記入の上、郵送、FAX、電子メール

のいずれかの方法で提出してください。

■募集期限＝ 1 月 26 日（金）※当日消印有効

■申し込み・問い合わせ

　生涯学習課 社会教育係　☎ 63-8019　Ⓕ 63-2115
　〒 959-1919　阿賀野市山崎 77

　 syogaigakusyu@city.agano.niigata.jp



■お知らせ版 ■お知らせ版

23 22平成 30 年 1 月号 平成 30 年 1 月号

市
民
講
座

　
「
糖
尿
病
が
怖
い
の
は
ど
う
し
て
？
」「
症

状
が
な
い
の
に
病
気
な
の
？
」「
合
併
症

を
防
ぐ
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」

　

誰
も
が
患
う
可
能
性
の
あ
る
糖
尿

病
。
こ
の
機
会
に
糖
尿
病
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
2
月
8
日
（
木
）
午
後
2
時

〜
3
時
（
午
後
1
時
30
分
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

「
研
修
室
」

▼
演
題
＝
「
知
っ
て
お
き
た
い
糖
尿
病

〜
あ
が
の
市
民
病
院
で
の
取
り
組
み
〜
」

▼
講
師
＝
古
川
和
郎
氏
（
あ
が
の
市
民

病
院
糖
尿
病
・
生
活
習
慣
病
予
防
治
療

セ
ン
タ
ー
医
師
）

▼
定
員
＝
当
日
先
着
１
５
０
人

　
　
　

 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

参
加
の
際
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

成
人

係
（
内
線
２
６
２
２
）

親
子
で
ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
ヨ
ガ

　

ヨ
ガ
は
正
し
い
姿
勢
や
呼
吸
法
に
よ

り
、
集
中
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

ヨ
ガ
を
楽
し
み
な
が
ら
集
中
力
を
高

め
、
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
1
月
27
日
（
土
） 

午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
午
前
9
時
45
分
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館

▼
講
師
＝
阿
部
晴
美
氏
（
社
会
教
育
認

定
団
体「
ｙ
ｏ
ｇ
ａ
ク
ラ
ブ
ふ
ら
わ
ぁ
」

講
師
）

▼
対
象
者
＝
市
内
の
小
学
生
親
子

▼
定
員
＝
20
組
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
な
バ
ス
タ
オ

ル
、
飲
み
物
（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
貸
し
出
し

ま
す
。申
し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
期
限
＝
1
月
22
日
（
月
）

▼
共
催
＝
ｙ
ｏ
ｇ
ａ
ク
ラ
ブ
ふ
ら
わ
ぁ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
原
公
民
館

子
育
て
応
援
カ
ー
ド

新
規
協
賛
店
の
お
知
ら
せ

▼
新
規
協
賛
店
・
サ
ー
ビ
ス
内
容

・・ 

阿
賀
野
屋
（
寺
社
甲
１
１
０
‐
1
）

☎
０
９
０
‐
８
５
０
７
‐
８
２
４
５

／
「
阿
賀
野
屋
の
プ
リ
ン
」「
今
朝
た

ま
ご
」
を
千
円
以
上
お
買
い
上
げ
で

10
％
引
き

・・ 

エ
デ
ィ
ブ
ル
ガ
ー
デ
ン 

ソ
エ
ル
（
境

新
２
０
９
）
☎
62
‐
６
７
７
２
／
15

歳
未
満
の
子
ど
も
に
ク
ッ
キ
ー
1
枚

サ
ー
ビ
ス

◎
協
賛
店
を
大
募
集
中

　

「
市
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
応
援
す

る
」
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
も
ら
え
る
企
業
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
料

金
の
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
、
景
品
進
呈
な

ど
各
店
で
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

協
賛
店
の
登
録
に
際
し
て
費
用
は
掛

か
り
ま
せ
ん
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
上
で
必
要
な
費
用
は
協
賛
店
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

▼
登
録
方
法
＝
「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

事
業
協
賛
企
業
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
市
役
所
1
階
社
会
福
祉

課
、
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
提
出
先
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▼
登
録
受
付
＝
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
と
は
…

　

15
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
保

護
者
に
交
付
し
て
い
る
カ
ー
ド
で

す
。
協
賛
店
で
カ
ー
ド
を
提
示
す

る
と
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
１
５
２
）

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
希
望
者
は
、
医
療
機
関
で
発
行

さ
れ
た
「
妊
娠
届
出
書
」
と
そ
の
書
類

に
記
載
の
あ
る
必
要
書
類
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

水
曜
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
日
時
を
調

整
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
４
）

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
さ
ん
、

パ
パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
1
月
22
日
（
月
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ

▼
内
容

○
月
別
メ
ニ
ュ
ー
「
豆
ま
き
」

　

少
し
早
め
の
豆
ま
き
。
み
ん
な
で
楽

し
く
豆
ま
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
触
れ
合

い
遊
び
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は

遠
慮
く
だ
さ
い
）。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

ス
ポ
ー
ツ

第
12
回
市
民
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

　

誰
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

冬
場
の
運
動
の
機
会
と
し
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
2
月
4
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
開
会
式

▼
会
場
＝
笹
神
体
育
館

▼
種
目

① 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

経
験
者
で
編
成
す
る
チ
ー
ム
）

 

※ 

女
子
の
部
、
男
女
混
成
の
部
（
女
性

2
人
常
時
出
場
）
の
2
部
門

② 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
（
初
心
者
）

※
男
女
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学

生
以
上
4
〜
6
人
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

▼
参
加
費
＝
千
円
／
チ
ー
ム
（
当
日
徴
収
）

▼
組
み
合
わ
せ
＝
主
催
者
が
抽
選
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
＝
各
体
育
館
（
京
ヶ
瀬
は

京
ヶ
瀬
支
所
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係
）
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
1
月
23
日
（
火
）

▼
主
催
＝
阿
賀
野
市
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
京
ヶ
瀬
支

所 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
67
‐
２
１
１
３

市
民
の
掲
示
板

第
24
回

安
田
裸
参
り

　

若
者
た
ち
に
よ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ

る
勇
壮
な
「
安
田
裸
参
り
」
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。

　

24
年
前
に
当
時
の
若
者
た
ち
が
復
活

さ
せ
た
地
域
の
伝
統
行
事
「
安
田
裸
参

り
」。
そ
の
心
意
気
を
受
け
継
ぐ
若
者

た
ち
が
、
た
い
ま
つ
を
手
に
疾
走
し
ま

す
。
新
成
人
や
厄
年
の
節
目
を
迎
え
る

人
は
も
ち
ろ
ん
、
女
性
や
子
ど
も
な
ど

興
味
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も

大
歓
迎
で
す
。

　

当
日
は
、
参
加
者
に
よ
る
餅
ま
き
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
観
覧
す
る
皆
さ
ん

は
参
加
者
の
雄
姿
を
お
見
逃
し
な
く
。

遠
慮
な
く
気
合
水
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
＝
1
月
14
日
（
日
）
午
後
7
時
〜

▼
内
容
＝
安
田
地
区
の
住
吉
神
社
（
保

田
１
６
０
０
）
か
ら
安
田
八
幡
宮
（
保

田
５
０
３
）
ま
で
を
走
り
ま
す
。
安
田

八
幡
宮
で
参
拝
の
後
、「
餅
ま
き
・
甘

酒
ふ
る
ま
い
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
集
合
場
所
＝
午
後
6
時
ま
で
に
「
亀

幸
」（
保
田
３
７
７
３
）
に
集
合
。（
着

替
え
後
、
バ
ス
で
住
吉
神
社
に
移
動
）

▼
参
加
費
＝
大
人
2
千
円
、
高
校
生
以

下
無
料
（
保
険
料
、
し
め
縄
、
打
ち
上

げ
の
費
用
を
含
む
。
子
ど
も
に
は
お
菓

子
を
用
意
）

▼
持
ち
物
＝
サ
ラ
シ
、
パ
ッ
チ
、
ゴ
ム

底
足
袋
、
さ
い
銭
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
、

〝
気
合
！
〞（
サ
ラ
シ
、
パ
ッ
チ
は
貸
し

出
し
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

安
田
地
区
裸
参
り
事
務
局

・ 

実
行
委
員
長　

齋
藤

　

☎
０
９
０
‐
８
７
４
３
‐
２
８
９
５

・ 

事
務
局　

漆
山　

　

☎
０
９
０
‐
５
４
０
７
‐
２
９
９
１

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
1
月
14
日
（
日
）、28
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服

装
、
上
履
き
、
手
袋
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

確
認
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

健
康
・
子
育
て

認
知
症
講
演
会

　

誰
も
が
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
る
認

知
症
で
す
が
、
生
活
習
慣
の
改
善
で
あ

る
程
度
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
期
に
発
見
し
て
治
療
を
始
め
れ
ば
、

病
気
の
進
行
を
抑
え
、
生
活
の
質
を
維

持
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
普
段
の
生
活

の
中
で
認
知
症
予
防
を
実
践
す
る
た

め
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
7
日
（
水
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
10
分

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

「
研
修
室
」

▼
演
題
＝
「
認
知
症
の
基
礎
知
識
と
予

防
に
つ
い
て
」

▼
講
師
＝
本
田
吉
穂
氏
（
本
田
脳
神
経

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▼
定
員
＝
先
着
１
５
０
人

　
　
　

 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

参
加
の
際
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
1
月
26
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
阿
賀
野（
内

線
２
１
３
２
）

・ 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
笹
神

　

☎
63
‐
４
１
４
３

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

新潟県交通災害共済新潟県交通災害共済
　交通災害共済に加入している人が、交通事故に
遭い、けがをした場合、7 日以上の入院通院で見舞金
が支払われます。
　見舞金の請求期間は、交通事故に遭った日から起算
して「1 年以内」です。
　事故に遭った場合は、早めの手続きをお願いします。

阿賀野市 危機管理課 地域安全係

☎ 0250‐６２‐２５１０（内線 2232）

♥
伝
え
よ
う
旬
！ 

親
か
ら
子
ど
も
に
我
が
家
の
味

♥
作
っ
て
ま
す
か
？ 

食
べ
て
ま
す
か
？ 

郷
土
料
理

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

パート看護師さん募集

〠959-2062 阿賀野市市野山 191-3　☎ 0250-63-2222　HP：http://tanaka-hifuka.jp/

医療法人 翠正会

  田中皮膚科医院 【診療内容】　皮膚科診療全般　美容医療科医院

できれば午後の勤務も可能な方
お気軽にお問い合わせ・ご連絡ください。
ホームページにも詳細を掲載しています。

（広 告）

不用になりました トラクター・バイク・トラック・耕運機
（ディーゼル）・フォークリフト他 買い取りいたします

福地オート   阿賀野市野田1066番地

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）
前
後
前
後

あけまして おめでとうございますあけまして おめでとうございます

【買取例】【買取例】クボタトラクターL1-24クボタトラクターL1-24（4WD）（4WD）  2424.0.0万円万円



■お知らせ版 ■お知らせ版

25 24平成 30 年 1 月号 平成 30 年 1 月号

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・ 

新
発
田

　

☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話
番

号
に
お
か
け
く
だ
さ

い
。

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以
外
は
要
予
約
）

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
者
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
1
月
23
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）

※
予
約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
苦
情
・
相
談
窓
口

　

施
設
や
在
宅
で
提
供
さ
れ
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
職
員
の
態
度
・

言
葉
に
苦
痛
を
感
じ
た
と
き
や
、
事
前

に
説
明
を
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
と

違
っ
て
い
た
と
き
は
、
事
業
所
の
苦
情

受
付
窓
口
に
改
善
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
所
に
直
接
改
善
を
求
め
に
く
い

と
き
や
、
な
か
な
か
改
善
し
な
い
と
き

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
適
切
に
解
決

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

（
新
潟
市
中
央
区
上
所
2
‐
2
‐
2 

新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
内
）

☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
６
０
９

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

長谷川ヒサ 100 歳 11.30 中央町 2

山嵜オハノ 102 歳 11.30 曽　郷

小内　一弘 52 歳 11.30 保　田

長谷川ミテ 92 歳 11.30 下条町

藤嶋　シズ 88 歳 11.30 六野瀬

中村　壽男 63 歳 12.2 山口町 2

本間　テル 88 歳 12.2 保　田

井上　經  89 歳 12.3 新　保

横田　 夫 88 歳 12.4 嘉瀬島

野﨑　英夫 68 歳 12.6 保　田

佐藤　チヤ 84 歳 12.6 山　口

嶋形　金三 89 歳 12.6 下条町

佐々木タイ 94 歳 12.8 上　中

遠山　三夫 97 歳 12.9 分　田

音田　　篤 69 歳 12.9 熊　堂

鶴 　豊子 86 歳 12.10 草　水

遠藤　正俉 79 歳 12.11 保　田

金子ハルミ 97 歳 12.11 学校町

早川　俊哉 58 歳 12.12 千　原

加藤　　勇 84 歳 12.12 中央町 2

信田　リカ 92 歳 12.12 上江端

小林　　正 83 歳 12.12 山口町 1

渡邉　ヨリ 86 歳 12.12 宮　下

坂井　　幸 92 歳 12.12 若葉町

青山　俊惠 84 歳 12.13 南安野町

植木　辰夫 65 歳 12.14 里

丸山　清孝 66 歳 12.15 蒔　田

山奇　タツ 89 歳 12.15 中央町 1

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

中川　紫
し

媛
おん

 緑　町

渡 　海
かい

伍
ご

 中央町 2

田 　陽
はる

菜
な

 北本町

北見　律
りつ

樹
き

 堀　越

清野　維
い

音
と

 百津町

小熊　芽
め

生
い

 笹　岡

渡邉　葵
あお

羽
ば

 下一分

加藤　舜
しゅんと

翔 外城町

田澤あいか 保　田

披田野穂
ほ の か

華 山　倉

ちゃん

く  ん

ちゃん

く  ん

ちゃん

ちゃん

く  ん

く  ん

ちゃん

ちゃん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

哲　郎
紫　帆
健　太
麻　美
聡　志
友　紀
弘　一
知　子
太　輝
綾　子
悠　樹
美紗希
亮　介
幸　恵
隆　梓
加　苗
友　樹
いずみ
慶

和　美

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（12 月 1日～ 15 日届出分）

「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出
時
に
係
へ
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
生
届
を
他
市

区
町
村
に
提
出
し
た
市
内
在
住
者
で
、「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■日時・会場

・・ 1 月 10 日（水）午前 10 時～正午／ふれあい会館「談話室」

・・ 1 月 17 日（水）午前 10 時～正午／安田公民館 2階「学習室」

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 期日＝原則、毎月第 1、3水曜

※ 電話予約が必要です。予約を取り消す場合も必ず連絡をお願い

します。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

　
　
　

は
蔵
書
点
検
期
間
で
す
。

エクステリア ヌマズ   阿賀野市野田1066番地 

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4049

風除室・カーポート・
サンルームの設置や
シャッターのリフォーム
ほか、何でも承ります

明けまして おめでとうございます明けまして おめでとうございます明けまして おめでとうございます明けまして おめでとうございます

健
康
・
子
育
て

お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
1
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

夜
間
役
所

▼
日
時
＝
1
月
17
日
（
水
）、
2
月
7

日
（
水
）
午
後
5
時
15
分
〜
7
時

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階
市
民
生
活
課

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
記
載

事
項
変
更
・
交
付
、
納
税
、
口
座
振
替

手
続
き
等
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
交
付
の
み

で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課 

市
民
係
（
内
線
２
１
０
１
）

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
1
月
15
日（
月
）、18
日（
木
）、

22
日
（
月
）、
29
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
1
月
5
日（
金
）、12
日（
金
）、

18
日
（
木
）、
19
日
（
金
）、
22
日
（
月
）

〜
26
日
（
金
）

◎ 

笹
神
図
書
館

▼
期
日
＝
1
月
15
日（
月
）〜
19
日（
金
）

犯
罪
・
人
身
交
通
事
故
被
害

電
話
・
面
接
相
談

　

犯
罪
や
交
通
事
故
の
被
害
者
と
そ
の

家
族
・
遺
族
の
皆
さ
ん
が
、
一
日
も
早

く
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
の
で

き
る
よ
う
、
電
話
相
談
、
面
接
相
談
、

直
接
的
支
援
（
裁
判
所
・
検
察
・
警
察

等
へ
の
付
き
添
い
）
を
行
い
ま
す
。

▼
相
談
電
話

☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
７
８
７
０

▼
受
付
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
問
い
合
わ
せ

（
公
社
）
に
い
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
２
１
３
１

高
齢
者
相
談
窓
口

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
等
が
抱
え
る
心

配
事
・
悩
み
事
の
相
談
を
、無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。（
電
話
・
面
談
い
ず
れ
も
可
）

◎
よ
ろ
ず
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

◎
専
門
相
談
（
要
予
約
）

▼
法
律
相
談
＝
1
月
9
日
（
火
）、
15

日
（
月
）、
22
日
（
月
）、
29
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
不
動
産
の
鑑
定
・
利
活
用
の
相
談

相
談
日
時
は
、そ
の
都
度
調
整
し
ま
す
。

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
中
央
区
上
所
2
‐
2
‐
2 

新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

集
団
予
防
接
種
等
を
原
因
と
す
る

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
へ
の
相
談
会

　

「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」が
平
成
24
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
幼
少
期
に
受
け
た

集
団
予
防
接
種
等
を
原
因
と
す
る
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
に
対
し
て
、
給

付
金
等
の
支
給
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
裁
判
所
に
訴
訟
を
起
こ
し
、
救
済

対
象
で
あ
る
こ
と
を「
訴
訟
上
の
和
解
」

に
よ
り
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
基
づ
く
救
済
内
容
や
手

続
方
法
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎ 

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
措
法
無

料
相
談
会

▼
日
時
＝
1
月
27
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
午
後
3
時
ま
で
受
付
）

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
研
修
室
」

▼
そ
の
他
＝
予
約
優
先
で
す
が
、
当
日

会
場
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

◎ 

弁
護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
会
・

個
別
相
談
会

▼
日
時
＝
2
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事

務
所
（
新
潟
市
中
央
区
西
堀
前
通
一
番

町
７
０
３ 

西
堀
一
番
町
ビ
ル
６
０
１

号
室
）

▼
相
談
電
話

☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０

▼
そ
の
他
＝
個
別
相
談
は
事
前
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０

年
金
相
談

▼
日
時
＝
1
月
17
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
〜
昼
12
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
、
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課 

国
保
年
金
係
（
内
線

２
１
８
３
）
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地
元
の
産
業
を
楽
し
く
学
習

産
業
発
見
ツ
ア
ー

　

市
の
産
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
元

で
の
就
業
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
「
産
業
発
見
ツ
ア
ー
」
が
11
月
18
日
、

安
田
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
丸
三
安
田
瓦
工
業
株
式

会
社
で
粘
土
遊
び
を
、
株
式
会
社
神
田

酪
農
で
牛
へ
の
餌
や
り
な
ど
を
体
験
。

有
限
会
社
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
は
ヤ

ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
歴
史
を
学
び
、
工

場
を
見
学
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
出
来
る
過

程
を
目
で
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
安
田
小
2
年
の
小
嶋
美
海

さ
ん
は
「
粘
土
遊
び
が
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

差
別
を
見
抜
く
力
を
養
い
、
人
権
の

尊
さ
を
学
ぶ
「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」

阿
賀
野
展
の
記
念
講
演
会
が
11
月
29
日
、

ふ
れ
あ
い
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
３
５
０
人
の
聴
衆
を
前
に
、
敬
和

学
園
大
学
の
藤
本
晃
嗣
准
教
授
が
部
落

差
別
の
解
消
等
に
つ
い
て
講
演
。「
人
権

に
関
す
る
問
題
は
、
思
い
や
り
の
心
だ

け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
公

的
機
関
の
責
務
に
よ
っ
て
解
決
に
導
く

こ
と
が
重
要
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

　

講
演
を
聴
い
た
長
澤
あ
け
み
さ
ん
（
下

里
）
は
「
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
阿
賀
野
展

差
別
の
解
消
に
向
け
て

地
域
医
療
の
未
来
に
向
け

地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

地
域
医
療
の
将
来
を
み
ん
な
で
考
え
る

「
地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
11
月
25
日
、

水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
84
人
が
参
加
。
基
調
講
演
で
は
、

茨
城
県
筑
西
市
の
梶
井
英
治
医
療
監
か
ら

「
地
域
住
民
が
新
た
な
地
域
の
医
療
を
拓
く
」

と
題
し
、
地
域
一
丸
と
な
り
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
重
要
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
医
療
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
の

担
当
者
か
ら
全
国
の
事
例
が
、
市
民
の
代

表
か
ら
市
民
互
助
に
よ
る
生
活
支
援
の
取

り
組
み
が
、
あ
が
の
市
民
病
院
か
ら
訪
問
看

護
の
実
態
が
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
男
女
共
同
参
画
意
識
啓
発
事
業
の
一

環
と
し
て
、
市
と
（
公
財
）
新
潟
県
女
性
財

団
共
催
に
よ
る
「（
公
財
）
新
潟
県
女
性
財

団
地
域
セ
ミ
ナ
ー
in
阿
賀
野
」
が
11
月
30
日
、

市
役
所
で
開
催
。
静
岡
大
学
教
育
学
部
・
同

防
災
総
合
セ
ン
タ
ー
の
池
田
恵
子
教
授
を

講
師
に
迎
え
、「
女
性
＆
男
性
の
視
点
で
防

災
力
ア
ッ
プ
！
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
36
人
が
参
加
。
災
害
の
備
え
に

は
多
様
な
人
々
の
立
場
か
ら
見
た
視
点
の

必
要
性
や
全
国
各
地
の
取
り
組
み
な
ど
が

講
師
か
ら
紹
介
さ
れ
た
後
、
災
害
で
起
こ
り

得
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
策
を
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
い
、
対
応
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

新
潟
県
女
性
財
団
地
域
セ
ミ
ナ
ー

多
様
な
人
々
の
視
点
が
必
要

飲食店訪問

　

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
の
「
飲

食
店
訪
問
」
が
12
月
12
日
、
市
内
全

域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

阿
賀
野
警
察
署
や
市
交
通
安
全
協

会
の
関
係
者
な
ど
約
70
人
が
、
酒
類
を

提
供
し
て
い
る
飲
食
店
約
１
５
０
店

を
一
斉
に
訪
問
。
訪
問
先
で
は
、
チ
ラ

シ
を
配
っ
て
飲
酒
運
転
防
止
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

訪
問
を
受
け
た
文
福
寿
し
（
中
央

町
2
）
の
店
主
・
長
谷
川
文
吉
さ
ん

は
「
飲
酒
運
転
は
絶
対
ダ
メ
。
お
客

さ
ん
に
も
声
を
掛
け
て
い
き
た
い
」

と
飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
協
力
を
誓
っ

て
い
ま
し
た
。

STOP！飲酒運転 再
会
の
時
は
あ
っ
と
い
う
間
に

東
京
笹
神
会
親
睦
忘
年
会

　

今
年
で
23
回
目
を
迎
え
た
「
東
京
笹
神

会
親
睦
忘
年
会
」
が
12
月
3
日
、東
天
紅
（
東

京
都
台
東
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昭
和
2
年
〜
22
年
生
ま
れ
の
会

員
と
、
田
中
市
長
を
は
じ
め
市
か
ら
の
有
志

26
人
を
含
む
総
勢
１
０
３
人
が
参
加
。
来
賓

あ
い
さ
つ
、
乾
杯
の
後
、
有
志
の
歌
・
踊
り
の

披
露
や
神
山
・
笹
岡
中
学
校
校
歌
の
合
唱
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
全
員
参
加
で
笹
神

甚
句
を
踊
る
な
ど
、
参
加
者
は
時
間
が
た
つ

の
を
忘
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

合同救急訓練

　

阿
賀
野
市
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
設
置
事
業
所
等
登
録
制
度

が
始
ま
っ
て
2
年
が
経
過
。
こ
の
制

度
を
検
証
し
、
救
命
の
リ
レ
ー
を
確

立
す
る
た
め
の
「
合
同
救
急
訓
練
」

が
11
月
30
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
が
や
き
苑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

傷
病
者
を
発
見
し
て
か
ら
救
急
隊

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
施
設
職
員

が
通
信
指
令
員
の
指
示
を
受
け
な
が

ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生

を
行
い
ま
し
た
。

　

か
が
や
き
苑
の
職
員
・
高
地
華
さ
ん

は
「
落
ち
着
い
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
こ
と

が
で
き
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

命を救うリレーを確立 学
び
生
か
し
て
未
来
は
プ
ロ

ゆ
め
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
・
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
の
選
手
・
コ
ー
チ
に
よ
る
「
ゆ

め
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
が
11
月
19
日
、

水
原
屋
内
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
6
チ
ー
ム
・

81
人
が
参
加
。
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
時
の
体
の
使

い
方
や
ゴ
ロ
捕
球
時
の
ボ
ー
ル
へ
の
入
り
方
・

タ
イ
ミ
ン
グ
の
取
り
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
野
球
の
楽
し
さ
・
難
し
さ

を
あ
ら
た
め
て
実
感
。
今
回
の
学
び
を
練
習

や
試
合
で
生
か
し
た
い
と
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

左から、梶井医療監、藤森勝也あがの市民病左から、梶井医療監、藤森勝也あがの市民病
院院長院院長
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★ 世界キャラクターさみっとに参加
してきたっちょ

　日本最大級のキャラクターイベント「第 8回

世界キャラクターさみっと in 羽生」に参加して

きたっちょ。2日間で 31 万人が来場してくれ

たよ。PRステージでは、ごずっちょと同じ白鳥

がモチーフのキャラクターである北海道苫小牧

市の「とまチョップ」、（一社）日本循環器学会の

「すわん君」と一緒に踊りを披露してきたっちょ。

とても楽しいステージになったっちょ。

★

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

広
報
あ
が
の
は
、
市
の
こ
と
が
い

ろ
い
ろ
と
分
か
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　

 

（
30
代
・
女
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

心
の
道
を
読
ん
で
、
天
ぷ
ら
そ
ば

を
食
べ
た
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

市
内
で
も
人
権
に
関
す
る
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。　
　

 

（
40
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
大
好
き
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
女
性
）

☆ 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
順

位
が
確
定
し
、
ご
ず
っ
ち
ょ
は

３
４
７
位
で
し
た
。
長
期
間
の
投

票
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

特
集
を
読
ん
で
、
あ
ら
た
め
て
人

権
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

孫
が
間
違
い
探
し
に
挑
戦
。「
難

し
か
っ
た
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

人
権
に
つ
い
て
一
人
一
人
が
考
え

る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
月
、
間
違
い
探
し
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。　

 

（
30
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
あ
が
の
を
毎
月
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。　
　

 

（
20
代
・
女
性
）

☆ 

楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
人
が
一
人

で
も
増
え
る
よ
う
に
、
よ
り
見
や

す
く
、
分
か
り
や
す
い
広
報
紙
を

こ
と
し
も
作
っ
て
い
き
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

人
権
の
特
集
は
、
分
か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
て
い
て
理
解
し
や
す

か
っ
た
で
す
。　

 

（
70
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
の
レ
シ
ピ

を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
ど
れ
も

お
い
し
い
で
す
。　

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
が
分
か
り
ま

し
た
。
上
手
く
活
用
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

☆ 

消
防
本
部
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
等
に
つ
い
て
随
時
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
団
体
・

事
業
所
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

市
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
、
観
光

塾
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
を
参
考

に
、
毎
日
の
み
そ
汁
に
き
な
粉
を

入
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

雪
が
降
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

除
雪
作
業
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
。　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
男
性
）

№67№67
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市民協働推進課 市民協働推進係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

P.N 雪だるまごずっちょさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってるっちょ♪

シ
リ
ー
ズ

　
　

阿
賀
野
市
の
伝
説

「 

點う
な

頭ず

き
地
蔵
尊
（
水
原
地
区
）」

　

安
野
町
に
あ
る
浄
泉
寺
に
は
地
蔵

尊
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
蔵
尊
は
、
人
々
の
願
い
事

を
一
つ
一
つ
う
な
ず
き
な
が
ら
聞

き
、御
利
益
を
授
け
た
と
い
わ
れ「
點

頭
き
地
蔵
尊
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

何
度
か
持
ち
主
が
変
わ
り
、
今
の

浄
泉
寺
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
そ
の
點
頭
き
地
蔵
尊
の

言
い
伝
え
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

地
蔵
尊
の
持
ち
主

　

地
蔵
尊
は
弘
法
大
師
の
作
と
い
わ

れ
、
平
安
時
代
の
こ
ろ
源
氏
に
伝
わ

り
大
切
に
供
養
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、平
治
の
乱（
１
１
６
０

年
）
の
と
き
、
持
ち
主
で
あ
る

源
み
な
も
と
の
よ
し
と
も

義
朝
が
平
氏
に
敗
れ
、
殺
害
さ

れ
た
た
め
、
一
度
は
敵
方
で
あ
る
平

氏
の
手
に
渡
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
氏
が
政
権
を
握
り
ま

す
が
、
治
承
4
（
１
１
８
０
）
年
、

源
氏
が
反
旗
を
翻
し
ま
す
。

　

初
め
は
劣
勢
だ
っ
た
源
氏
で
す

が
、寿
永
3
（
１
１
８
４
）
年
の
「
一

ノ
谷
の
戦
い
」
で
形
勢
が
逆
転
し
、

元
暦
2
（
１
１
８
５
）
年
の
「
壇
ノ

浦
の
戦
い
」
で
平
氏
を
倒
し
て
源
氏

が
政
権
を
握
り
ま
し
た
。

　

源
氏
と
平
氏
の
戦
い
の
中
の
「
屋

島
の
戦
い
」
に
お
い
て
、
平
氏
が
海

上
の
船
に
扇
を
掲
げ
、
こ
れ
を
射
落

し
て
み
よ
と
挑
発
し
ま
し
た
。
そ
の

扇
を
見
事
に
射
落
し
た
源
氏
の
武

将
・
那な

す

の

よ

い

ち

須
与
一
は
、
そ
の
戦
功
を
た

た
え
ら
れ
褒
美
を
も
ら
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
か
つ

て
平
氏
の
手
に
渡
っ
た
と
い
う
地
蔵

尊
を
望
み
、
譲
り
受
け
る
こ
と
を
許

さ
れ
ま
し
た
。

　

那
須
与
一
の
一
族
は
そ
の
後
、
下し

も

野つ
け

（
現
在
の
栃
木
県
）
に
住
ん
で
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
族
の

一
部
は
越
後
に
た
ど
り
着
い
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
（
諸
説
あ
り
）。

　

そ
の
一
族
は
、
越
後
に
た
ど
り
着

く
ま
で
各
地
を
転
々
と
し
て
い
ま
し

た
が
、と
う
と
う
お
金
が
な
く
な
り
、

農
夫
と
し
て
里
に
住
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。
た
だ
、
褒
美
と
し
て
も
ら
っ

た
地
蔵
尊
だ
け
は
、
誰
に
も
渡
さ
ず

に
持
っ
て
い
て
、
里
に
住
ん
で
か
ら

も
大
切
に
供
養
し
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

■ 

浄
泉
寺
に
き
た
地
蔵
尊

　

地
蔵
尊
は
そ
の
一
族
が
代
々
供
養

を
続
け
、
家
の
仏
間
に
安
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、「
人

に
語
り
か
け
る
よ

う
に
心
の
思
い
を

祈
れ
ば
念
願
成
就

せ
し
め
ぬ
は
な

し
」
と
い
う
地
蔵

尊
の
法
力
の
噂
が

広
ま
り
、
地
蔵
尊

を
拝
み
た
い
と
い

う
人
が
絶
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の

様
子
を
見
て
、
地

蔵
尊
を
こ
の
ま
ま

家
に
置
い
て
お
く

こ
と
が
恐
れ
多
い

と
思
い
、
菩
提
寺

で
あ
る
浄
泉
寺
に

転
座
を
申
し
出
ま

し
た
。

　

そ
の
と
き
地
蔵

尊
は
、
今
ま
で
供

養
し
て
い
た
一
族

の
願
い
を
快
く
受

け
入
れ
、
3
回
う

な
ず
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、享
保
元（
１
７
１
６
）年
、

地
蔵
尊
は
浄
泉
寺
の
本
堂
に
安
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、人
々
か
ら
は「
點

頭
き
地
蔵
尊
」
と
呼
ば
れ
供
養
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

點
頭
き
地
蔵
尊
は
、
高
さ
約
1
・

3
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
尊
体
の
中
に
も

う
1
体
の
地
蔵
尊
が
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、別
名
「
腹は

ら

籠ご
も

り
地
蔵
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

點
頭
き
地
蔵
尊
の
中
に
収
め
ら
れ

て
い
る
も
う
1
体
の
地
蔵
尊
は
、
6

年
に
一
度
御
開
帳
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

《
参
考
文
献
》
水
原
の
歴
史
風
土
ほ

か

浄泉寺本堂浄泉寺本堂

點頭き地蔵尊點頭き地蔵尊

左から、すわん君、とまチョップ、ごずっちょ左から、すわん君、とまチョップ、ごずっちょ
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【材料】（4人分）

サトイモ…………………………200g

揚げ油……………………………適量

しょうがみじん…………………1かけ

パセリみじん………………………5g

塩………………………………1つまみ

黒こしょう………………………少々

★ 12 月号の正解は次のとおりです★ ☆応募の方法など☆

★ 12 月号の当選者
・・P.N わくわくさん　・・P.N 頑張る中高年さん
・・P.N にゃこさん 　・・行林京子さん
・・P.N ゆうあさん　・・P.N 1110 さん
・・P.N ハニーちゃんさん　・・P.N さきちゃんさん
・・P.N マーニャンさん　・・能　山将一さん

《応募総数 29 通　29 通正解》

ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違う所があります。

クイズの答えと広報紙への感想や意見を書いて、郵

便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、は

がきや電子メール、ＦＡＸで 1月 17 日（水）必着

で応募してください。電子メールの場合は、件名を

「広報クイズ」としてください。当選者の発表をペン

ネームで希望する人は、その旨をお書きください（氏

名も必ず書いてください）。正解者の中から抽選で

10 人にごずっちょグッズをプレゼントします。

応募先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報あがの 行

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付け

ると簡単です。ホー

ムページにも応募用

紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などを

お書きください。

　間違いの所をペンで囲み、携帯電話やスマートフォ

ンで写真に撮り、必要事項を入力してメールで応募し

ても OKです。感想・意見を忘れずに !

紙面紙面

　孫育ての参考となるガイドブックの作成に当たり、内容を話し合う「おしゃべり Cafe」が 12 月 7

日・14 日、あがの子育て支援センターにこにこで行われました。※左側が実際の写真です。

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

フライドサトイモ　（65kcal　塩分 0.4g）

【作り方】

① サトイモは皮をむき、縦 4等分くらいに切っ

てさっと洗い、水気を拭き取る。

② フライパンに揚げ油を熱し、サトイモをじっ

くり揚げる。竹串を刺して、すっと通ったら、

取り出す。

③ ボウルにAを混ぜ合わせ、②を加えてあえる。

あなたに挑戦

「写真クイズ」

クックパッド　阿賀野市 検索

外はカリッと、中はホックリ！　ジャガイモとは違ったおいしさで

す。いろいろな味付けをお楽しみください。

★今月のプレゼント★★今月のプレゼント★

ポストカード＆ポストカード＆
ごずっちょシールごずっちょシール

A

　

先
輩
か
ら
お
ん
ぶ
の
仕
方
を
教
え
て

も
ら
っ
た
り
、
個
々
が
持
つ
子
育
て
の
ヒ

ン
ト
を
出
し
合
っ
て
学
ん
だ
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
を
相
談
で
き
る
場
の
必
要

性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
親
子
一
緒
に
幅
広
い
年
齢

層
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
図
り
、
少
し
で

も
ゆ
と
り
を
持
ち
、
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
相
談
相
手
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

で
活
動
を
開
始
。
ま
だ
ヨ
チ
ヨ

チ
歩
き
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、
子
ど
も
連

れ
で
参
加
で
き
る
親
子
ヨ
ガ

な
ど
の
運
動
や
時
短
料
理
教

室
、
ち
ま
き
・
お
は
ぎ
作
り
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
で
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
、
地
域
と
の
交
流
な
ど
、
心

の
通
う
関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
親
子
ヨ
ガ
は
、
運
動
不

足
で
少
し
き
つ
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
を
抱
き
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ

を
し
た
り
、
正
し
い
呼
吸
法
を
学
ん
だ
り

し
ま
し
た
。
ち
ま
き
作
り
で
は
、
地
域
の

お
ば
あ
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
作
り
方

を
学
び
ま
し
た
。
苦
戦
し
な
が
ら
も
完

成
し
た
ち
ま
き
を
、
親
子
一
緒
に
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
る
姿
を
見
て
、
心
が
和

み
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
す
ぐ
に
夢
中
に
な

る
こ
と
が
で
き
、
時
間
が
た
つ
の
を
忘
れ

る
ほ
ど
、
子
育
て
中
の
大
切
な
ひ
と
と
き

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
の
っ
ぺ
作
り
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
人
か
ら
郷
土
料
理
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
子
育
て
中
の
親
子
同

士
が
一
緒
に
過
ご
し
、
話
し
を
し
な
が

ら
交
流
す
る
予
定
で
す
。
お
互
い
が
元

気
に
な
れ
る
温
か
い
居
場
所
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　

最
初
は
顔
見
知
り
程
度
だ
っ
た
保
護

者
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
お

互
い
を
知
る
こ
と
で
、
悩
み
や
不
安
を

共
有
で
き
る
関
係
性
が
築
け
て
い
ま
す
。

　

京
ヶ
瀬
地
区
に
お
い
て
、
親
子
一
緒

に
笑
顔
で
、
毎
日
の
子
育
て
が
楽
し
く

な
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
は

ぴ
ね
す
京
ヶ
瀬
ク
ラ
ブ
」を
紹
介
し
ま
す
。

◎
活
動
の
き
っ
か
け

　

以
前
か
ら
地
域
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
、
子
育
て
の
悩
み
や
不

安
な
ど
を
保
育
士
に
相
談
。
話
を
聞
い

て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
も
ら
い
大
変
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
自
分
が
何
か
受
け

身
に
な
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

「
自
ら
主
体
と
な
っ
て
悩
み
事
な
ど
を

聞
き
、
保
護
者
と
一
緒
に
解
決
で
き
た

ら
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
」「
保
護
者
が
大
勢
集
ま
る

場
を
設
け
て
仲
間
づ
く
り
を
行
い
、
よ

り
一
層
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
ら
、
も
っ
と
子
育
て
が
楽
し
く
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
思
い
を
具
体
化
す
る
た

め
、
子
育
て
中
の
保
護
者
18
人
で
平
成

29
年
3
月
、「
は
ぴ
ね
す
京
ヶ
瀬
ク
ラ

ブ
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

◎
活
動
に
当
た
っ
て

　

地
域
の
中
で
声
を
掛
け
、
支
え
合
え

る
関
係
を
築
く
た
め
、
京
ヶ
瀬
児
童
館

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
や
地
域

で
頼
れ
る
人
を
見
つ
け
る
こ
と

は
、
子
育
て
の
悩
み
解
消
に
つ
な

が
る
ん
だ
ね
。

　

一
人
で
子
育
て
に
悩
ん
で
い

な
い
で
、
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
、
一

緒
に
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
る
っ
ち
ょ
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　

市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
２
８
１
）

親子ヨガ（平成 29 年 9 月）親子ヨガ（平成 29 年 9 月）

人
口
問
題
を
考
え
る

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
平
和
で
安
定
し
た
明
る
い
年

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
紀
行
番
組
を
よ

く
見
ら
れ
ま
す
か
。
例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
「
小
さ
な
旅
」「
鶴
瓶

の
家
族
に
乾
杯
」「
に
っ

ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
な

ど
、
日
本
各
地
の
風
景
や

人
々
の
暮
ら
し
、
思
い
出

な
ど
を
紹
介
す
る
番
組

で
、
と
て
も
心
が
和
み
ま

す
。
一
昨
年
は「
こ
こ
ろ
旅
」

で
赤
坂
小
学
校
が
、
昨
年

は
「
小
さ
な
旅
」
で
安
田

瓦
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
1
月
22
日
の
「
家

族
に
乾
杯
」
で
当
市
が
放

送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

少
し
前
の
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、「
家
族
に
乾
杯
」
で
思
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
夏
の
甲
子

園
で
公
立
高
校
唯
一
ベ
ス
ト
8
に
進

ん
だ
三
本
松
高
校
の
あ
る
ま
ち
で
す

が
、
市
内
に
は
名
物
の
さ
ぬ
き
う
ど

ん
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
商
業
施
設
、
県
立
病
院
や
体
育
館
、

図
書
館
、
公
民
館
な
ど
一
般
的
な
公

共
施
設
に
加
え
、
武
道
館
、
人
形
劇

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
動
物
園
、
ミ
ニ
チ
ュ

ア
児
遊
館
、
博
物
館
、
温
水
プ
ー
ル
、

人
工
ス
キ
ー
場
、
温
泉
な
ど
羨
ま
し

い
ほ
ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

日
本
一
の
手
袋
産
地
で
あ
り
、
菓
子

の
和
三
盆
な
ど
伝
統
産
業
も
盛
ん
で
、

こ
れ
ら
施
設
の
充
実
ぶ
り
や
産
業
な

ど
か
ら
察
す
る
に
、
さ
ぞ
か
し
暮
ら

し
や
す
く
人
口
も
増
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
人
口

は
約
3
万
2
千
人
、
こ
の
10
年
間
で

人
口
は
約
5
千
人
（
12
・
7
％
）
減
少
。

恵
ま
れ
た
環
境
、
人
も
羨
む
よ
う
な

施
設
が
あ
っ
て
も
人
口
減

少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
都
市
に
近
い

自
治
体
は
人
口
が
増
え
て

い
ま
す
。
宮
城
県
富
谷
市

は
約
1
万
人
（
24
・
0
％
）、

石
川
県
野
々
市
市
は
約

7
千
人
（
14
・
8
％
）、
他

に
も
大
都
市
近
く
の
自
治

体
の
多
く
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
な
ど
と
し
て
人
口
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

当
市
は
新
潟
市
に
隣

接
し
地
理
的
条
件
は
整
っ

て
い
ま
す
。
相
対
的
に
土

地
や
家
賃
は
安
く
、
子
育
て
施
策
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ス
道
路

な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
え
ら
れ
、

通
勤
や
買
い
物
の
便
が
さ
ら
に
良

く
な
れ
ば
、
定
住
人
口
の
増
加
も
期

待
で
き
ま
す
。
何
を
今
更
と
言
わ
れ

そ
う
で
す
が
、
あ
と
は
人
を
引
き
付

け
る
力
、
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
尽

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

田
中
清
善

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

は
ぴ
ね
す
京
ヶ
瀬
ク
ラ
ブ

は
ぴ
ね
す
京
ヶ
瀬
ク
ラ
ブ

代
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荻
野

代
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荻
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小
百
合

小
百
合  

広
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れ
！
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が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪

広
が
れ
！

広
が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪
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作 . 齋藤 紀子

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「かい」は さいきん、すこしだけど あるけるように なったん

だ！ それで おばあちゃんといっしょに、おうちの ちかくを お

さんぽしたり、そとで あそんだりするのが だいすきなんだ。こ

れからも たくさん あるく れんしゅうをして、もっともっと い

ろいろなところへ いってみたいなー！

【人の動き】 人口 43,177 人（－ 34） 男 20,873 人（－ 13） 女 22,304 人（－ 21） 世帯数 14,422（＋ 10)

平成 29 年 12 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 16 人・死亡 63 人・転入 65 人・転出 52 人

　消防本部が食堂ますや（中央町1）と隣接する

住宅で、連動型住宅用火災警報器の3棟同時鳴

動試験を行いました。連動型住宅用火災警報器

は、飲食店で発生する火災の早期発見・初期消

火につなげるための新たな方式の警報器です。

酒井敏郎さん（金田町）宅の「剣心」くん

　給食の食材を作っている農家の人や地域の

人を招いて給食を一緒に食べるお客様給食が

12 月 7 日、水原小学校で行われました。児

童たちは、食材の提供に感謝を伝えたり、楽

しく話をしたりして給食を食べていました。

　ぼくの名前は「剣心」。4

歳の柴犬だよ。

　どんなに天気が悪くても

散歩に行くのが大好きなん

だ。毎日張り切って出掛け

ているよ。散歩のときに雪を見

つけると、うれしくなって雪の中

を走っちゃうんだ。寒い季節で

も家族の中で一番の元気印さ！

圓山 快
か い

生
せ い

くん（1歳 2か月）／下条町（パパ亮さん・ママひとみさん）

右：兄の右：兄の芯芯
しんしん

太太
たた

くん（4歳 10 か月）くん（4歳 10 か月）
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